
東京都ス ポーツ振興審議会（ 第３ ０ 期第１ 回）  

 

 

令和８ 年２ 月１ ７ 日（ 火曜日） １ ５ 時０ ０ 分から １ ７ 時０ ０ 分ま で 

場所： 東京都庁第二本庁舎 31 階南側 特別会議室 27 ※オンラ イ ン併用 

 

－ 次 第 － 

 

１   開 会 

２   ス ポーツ推進本部長挨拶 

３   委員紹介及び幹部職員紹介 

４   会長及び副会長互選 

５   報告事項 

（ １ ）「 ビジョ ン 2025 レガシーブッ ク 」 について         【 資料１ -１ , １ -２ 】  

（ ２ ） ス ポーツ推進本部 令和８ 年度の予算案（ 概要） について    【 資料２ 】 

６   審議事項 

（ １ ） 令和８ 年度ス ポーツ 団体（ 社会教育関係団体） 補助金・ 分担金事業（ 案） について 【 資料３ -1, 3-2】  

（ ２ ）  東京都ス ポーツ 推進総合計画１ 年目の実施状況と 今後のス ポーツ 振興について  【 資料４ 】 

７   閉 会 



1 　 VISIO N 2 02 5 　 －両大会を 通じ た取組と その成果－

■ 2 0 2 5 年に東京で開催さ れた世界陸上と デフ リ ン ピ ッ ク 。 多く の観客で埋め尽く さ れた会場は、かつてない一体感に包ま れ、子供たちを はじ め多く の人に

　 ス ポーツ の喜びや楽し さ を 届けま し た。 ま た、多様な人々がス ポーツ を 通じ てつながる 姿は、互いを 認め、 尊重し 合う 共生社会への歩みを 加速さ せま し た。

■ 東京都はこ れま で、両大会の開催を 活力に、ス ポーツ の力で東京の未来を 切り 拓く ため、「 ビ ジョ ン 2 0 2 5 」 等を 策定し 、様々な取組を 推進し てき ま し た。

■ 本書は、両大会を 通じ た取組や、その成果等を 取り ま と め、レ ガシーと し て未来の東京へど のよ う につなげていく のかを お示し し たも のと なり ま す。

世界陸上・ デフリ ンピッ ク 　 ビジョ ン2 02 5 　 レガシーブッ ク（ 概要版）

推しスポーツPro j e c t

世界陸上・ デフリ ンピッ ク の開催を 機に、ス ポ

ーツ を「 する・ みる・ 支える・ 応援する 」 の視点

から 、様々なス ポーツに親し む機会を 創出

・ 両大会で気運が盛り 上がる 中、多く の

　 人が様々なス ポーツ に参加

・ ス ポーツ への継続的なかかわり を 促す

　 こ と で、ウ ェ ルビ ーイ ン グ向上に寄与

※世界陸上・ デフリ ンピッ ク入場者含む
※都立スポーツ 施設の利用貸出事業の
　 利用者は含ま ない

※U C:ユニバーサルコ ミ ュ ニケーショ ン

※SAF:持続可能な航空燃料

約3 0 0万人※

都や関係団体等のス ポーツ

イベント 等に参加し た人数

（ R6 .4 ～R7.11月）

参画人数 主な成果 主な成果

主な成果 主な成果 主な成果

こ ども たちが 夢をみる

子供たちが夢と 希望に触れ、学び、成長でき る  

よ う 、大会への参画機会を 幅広く 創出

・ 国際大会なら ではのス ポーツ 体験等

　 ス ポーツ へ触れる 機会を 幅広く 創出

約9 .9万人
（ 引率者含む）

子供たちを 観戦に招待

両大会あわせて

みんなが つながる

「 いつでも・ どこ でも・ 誰と でも つながる

街・ 東京」 を目指し 、情報バリ アフリ ーを推進

・ デジタ ル技術や手話言語対応等を 充実

　 さ せ、大会の情報保障を 推進

6 社17 2 駅
鉄道駅にU C技術導入

（ 令和６ 年度）

未来へ つなぐ

両大会が「 未来へつながる 大会」 と なる よ う 、

持続可能性や多様性に関する 取組を推進

・ 持続可能な大会運営を 通じ 、SAF※やAir

　 ソ ーラ ーなど 環境先進技術の普及を 促進

約11,3 0 0 L
世界陸上と 連携し た

回収キャンペーンで集まった

SAFの原料と なる 廃食用油

世界の人々が 出会う

「 何度でも 訪れたく なるTO KYO」 を目指し 、

両大会を 契機に、東京の多彩な魅力を 発信

・ 両大会に合わせ文化プロ グ ラ ム を 実施し 、

　 多く の人に東京の芸術文化を PR

約11.3万人
文化プロ グラム

「 TO KYO  わっし ょ い」

参加者

みんなで 創る

多く の人が大会に参画し 、ス ポーツの力を 実感

できる よ う 、参画を 促す取組を 幅広く 展開

・ 東京2 0 2 0 大会のレ ガシーも 活用し て

　 募集を 行い、多く のボラ ン ティ アが活躍

・ 臨場感あふれる 会場での競技観戦に 

　 多く の子供たちを 招待

・ U C※技術の都有施設での活用、鉄道駅

　 への導入支援等によ り 社会実装を 促進

・ 大会やイ ベン ト を 通じ て多様性の

　 大切さ を 発信し 、理解を 促進

・ 東京の魅力を 感じ ら れる 場所を マラ ソ ン

　 コ ース に設定する など 、様々な場面を

　 通じ て効果的にプロ モーショ ン

・ 気運醸成イ ベン ト 等によ り 大会への

　 関心を 高め、多く の都民の参画を 促進

約6 ,0 0 0人
大会を支えた

ボラ ンティ ア

両大会あわせて
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2 　 TO KYO  FO RW ARD  2 02 5 　 －両大会を 通じ て創出さ れたレガシー－

（ 参考） 東京2 02 5世界陸上・ 東京2 02 5デフリ ンピッ ク

東京2 0 2 5 世界陸上
大会ロ ゴ

東京2 02 5デフリ ンピッ ク
大会エンブレム

こ ど も たちが

“ ス ポーツの力” を実感

“ スポーツの力” で人々がつながる 、活力あふれる 東京の未来を実現していく

■ 世界陸上 < 2 02 5 年９ 月開催> 数字で見る  東京2 02 5世界陸上

ト ッ プ ア ス リ ート が 集う 陸上

競技の 祭典。 世界最高レ ベル

の熱戦がス ポ ーツ の喜びや

楽し さ を 届け る と と も に 、

全世界に都市の魅力を 発信

・ 競技観戦や国立競技場での陸上体験など 、

　 かけがえのない体験

・ ロ ゴ 制作や大会運営など 、 大会の様々な場面に参画

・ 様々なス ポーツ 体験や事前学習での学びを 通じ 、

　 ス ポーツ の楽し さ を 実感・ 理解を 促進
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U C技術や相互理解を 通じ 、

共生社会への歩みを加速

・ U C技術の活用・ 社会実装の促進

・ 啓発イ ベン ト やサイ ン エールの普及等

　 ス ポーツ を 通じ た相互理解

・ 体験等を 通じ た共生社会への理解

・ 国際手話人材を 育成、大会で活用

今後の国際ス ポーツ大会の

新たなモデルに

・ 東京2 0 2 0 大会の経験や運営ノ ウ ハウ の継承、蓄積

・ ガバナン ス 確保に向けた取組

・ 各局事業と 連携し た都政課題の解決

・ 都立ス ポーツ 施設の活用

・ 都民の参画、全国への波及効果

レガシー

今後の取組の方向性

子供たちにス ポーツへの参画・ 観戦・ 交流の機会を 多面的に提供し 、心身の健全な発達につなげていく

U C技術を ス ポーツイベント 等で積極的に活用する ほか、都有施設への配備や公共施設等への導入支援によ り 社会実装につなげていく

ノ ウハウ・ 経験等を 今後の様々なス ポーツ 大会の運営に活かし 、都市のプレ ゼンス 向上や魅力発信など 国際ス ポーツ 大会の持つ価値を根付かせ、都市の更なる 発展へ

1 9 3 か国・ 地域
＋難民選手団

1 ,9 9 2 人
参加国・ アスリ ート 数

約6 2 万人
総入場者数

7 ,9 7 7 万人
大会期間９ 日間の

累計視聴人数（ TBS）

７ 億回超

7 0 万人増
動画視聴・フォロワー数

（ W o rld  Ath le tics  SNSアカウント ）

■ デフリ ンピッ ク  < 2 02 5 年11月開催> 数字で見る  東京2 0 2 5デフリ ンピッ ク

デフ ア ス リ ート に よ る 国際総

合ス ポ ーツ 競技大会。 障害の

有無など にかかわら ず、 誰

も がス ポ ーツ を 楽し む素晴

ら し さ を 伝え る と と も に、

共生社会への歩みを 加速

7 9 か国・ 地域等

約2 ,8 0 0 人
参加国・ アスリ ート 数

※2 02 5 年1 2 月時点

約3 3 万人
総入場者数

競技会場・  デフリ ンピック スク エア

約3 2 4 万回
競技動画再生数

※2 02 5 年1 1 月2 7 日1 5 時時点

2 ,4 8 1 媒体

3 ,9 7 6 人
全競技会場

メ ディ ア取材数

© (公財)東京都ス ポーツ 文化事業団



世界陸上・ デフリンピック

ビジョ ン2 0 2 5 レガシーブック

VISION 2025
LEGACY BOOK
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　 2 0 2 5 年に東京で開催さ れた世界陸上と デフ リ ンピッ ク は、 スポーツが持つ無限の力を あら ため

て示し てく れまし た。

　 子供たちをはじ め多く の観客で埋め尽く さ れた会場。 かつてない一体感に包まれる中、 観客の

応援にアスリ ート が躍動で応え、 皆がスポーツの喜びや楽し さ を肌で感じ る。 コ ロナ禍に無観客

で開催さ れた東京2 0 2 0 大会では叶わなかっ たシーンがよう やく 実現し まし た。

　 そし て、 障害の有無や、 国籍、 性別に関係なく 、 スポーツを 通じ て人々がつながる姿は、 互い

を 認め、 尊重し 合う 共生社会への歩みを加速さ せまし た。

　 東京都はこ れまで、 国際スポーツ大会がも たら す大き な価値を踏まえ、 両大会を 通じ て目指す

姿を 令和５ 年２ 月に「 ビジョ ン2 0 2 5 」 と し てまと め、 「 全ての人が輝く イ ンク ルーシブな街・ 東

京」 の実現に貢献すると いう 目標を 掲げまし た。 令和６ 年１ 月、 令和７ 年１ 月には、 その取組指

針と なる「 アク ショ ンブッ ク 」 「 アク ショ ンブッ ク  バージョ ンアッ プ」 を 策定し 、 両大会を 通じ

た取組や、 その中で創出さ れるレガシーを 示し ながら 、 積極的に取組を進めてまいり まし た。

　 本書は、 両大会の開催を経て、 こ れまで「 アク ショ ンブッ ク 」 で示し てき た様々な取組が、 実

際の大会を 通じ てどのよう に結実し たのかを お示し すると と も に、 こ れら の取組を レガシーと し

て未来の東京にどのよう につなげていく のかをと り まと めたも のです。

　

　 東京20 20大会、 世界陸上、 デフ リ ンピッ ク を通じ て創出さ れたレガシー

を 磨き 上げながら 、“ スポーツの力” で東京の未来を 切り 拓き 、 全ての人

が輝く イ ンク ルーシブな街・ 東京を 実現するため、 歩みを更に加速さ せて

まいり ます。

はじ めに

令和８ 年１ 月3 0 日　 東京都知事

2



目次

東京2 02 5世界陸上・ 東京202 5デフリンピッ クについて

数字でみる東京2 02 5世界陸上・ 東京2 02 5デフリ ンピッ ク

両大会の開催までの道のり

P ４ ～

P ６

V ISIO N 2 02 5 　 ― 両大会を通じ た取組と その成果 ―

「 ビジョ ン2 02 5」 について（ 両大会がもたらす価値、都が目指す姿、具体的な取組指針）

推しスポーツPro j e ct

みんなが つながる  Actio n１「 大事な情報、伝える工夫」   Actio n２ 「 デジタルで拓く 東京の未来」

世界の人々が 出会う  Actio n３「 芸術文化に触れ、感じ る」   Actio n４ 「 世界に東京の魅力をPR」

こどもたちが 夢をみる Actio n５「 2 02 5  fo r キッズ」    Actio n６ 「 2 02 5  w ith  キッズ」

未来へ つなぐ   Actio n７「 みんなで守る、みんなの環境」  Actio n８ 「 共に生きる未来を創る」

みんなで 創る  Actio n９「 M ake  it to gethe r 2 02 5」  Actio n10「 知って、楽し んで、応援し よう！」

P ８ ～

P10 ～

P13～

P19 ～

P2 5 ～

P3 3～

P3 9 ～

TO KYO  FO RW ARD  2 02 5 　 ― 両大会を通じ て創出さ れたレガシー ―

両大会を通じ て創出さ れたレガシーと 今後の取組の方向性P4 6 ～
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7 9 か国

約8 6 0人

31.7％

約1,3 0 0 万回
７ 億回超

70 万人増

約62 万人

7,9 7 7 万人

数字で見る  東京2 02 5世界陸上

1,9 92 人

193 か国・ 地域

動画視聴・フォロワー数
（ W o rld  A th letics SN S アカウント ）

毎分視聴率最高値

男子 4x10 0 m リレー

HPのアクセス数
（ W o rld  A th le tics HP）

総入場者数

大会期間９ 日間の

累計視聴人数（ TBS）

+ 難民選手団

参加国・ アスリ ート 数
メ ディ ア人数

© W CH To kyo  2 5
4



7 9 か国・ 地域等

約2 ,8 0 0人

2 ,4 81媒体

3 ,9 76 人
10 0 周年

51個 約32 4 万回

数字で見る  東京2 02 5デフリ ンピッ ク

参加国・ アスリ ート 数
※2 0 2 5 年1 2 月時点

記念すべき大会

日本初開催 全競技会場
メ ディ ア取材数

62 件
新たに生まれた

デフリンピッ ク 新記録
※2 0 2 5 年1 2 月時点

日本選手団が獲得したメダル数

（ 過去最多）

約33 万人
総入場者数

 競技会場・

デフリンピッ クスクエア

競技動画再生数
※2 0 2 5 年1 1 月2 7 日1 5 時時点

55



両大会の開催までの道のり

2 0 2 2 年 ７ 月 東京が開催地に決定

2 0 2 3 年 ７ 月 世界陸上財団と 東京都が開催に向けた基本協定を締結

2 0 2 3 年1 1 月 世界陸上財団が開催基本計画を策定

2 0 2 5 年 ９ 月 東京202 5世界陸上開催

2 0 2 2 年 ９ 月 東京が開催地に決定

2 0 2 3 年 ３ 月 全日本ろう あ連盟と 東京都が大会の準備・ 運営に関する

基本協定を締結

2 0 2 5 年1 1 月　 東京202 5デフリ ンピッ ク開催

2 0 2 3 年1 1 月　 全日本ろう あ連盟、東京都及び東京都スポーツ文化事業団が

開催基本計画を策定

東京202 5世界陸上競技選手権大会

第2 5 回夏季デフリ ンピッ ク 競技大会 東京202 5

　

6



V ISIO N 2 02 5
両大会を 通じ た取組と その成果

vision2025
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多く の価値をも たらす両大会の開催を、東京がステップアッ プする契機とし 、

スポーツの力で未来を 切り 拓いていく

全ての人が輝く インクルーシブな街・ 東京へ

両大会を通じ て目指す姿を「 ビジョ ン2 02 5」として示すとと もに、

その実現に向けた具体的な取組指針として「 アクショ ンブッ ク」 を策定し 、様々な取組を推進

世界のト ッ プアスリ ート が集う 陸上競技の祭典

●ビジョ ン2 02 5（ 令和４ 年度） ●アクショ ンブッ ク（ 令和５ 年度・ 令和６ 年度）

・ 都の長期戦略を 踏まえ両大会を 通じ て

　 目指す姿をまと めた基本方針

・「 全ての人が輝く インクルーシブ な街・

　 東京」 の実現に貢献すること を目標と

　 して掲げると と も に、５ つの取組の柱

　 を 設定

・ ビジョ ン2 02 5 の実現に向けた

　 具体的な取組指針

・「 ３ つのCo ncep t」 と

　「 Sp o rtsプロジェ クト

　  + 10 のActio n」 を 設定（ p .9）

東京2 02 5 世界陸上

大会ロゴ

東京2 0 2 5デフリ ンピッ ク

大会エンブレム

世界陸上競技選手権大会

世界最高レベルの熱戦が

スポーツの喜びや楽し さ を届ける

約10 億人が視聴する世界陸上は、

全世界に都市の魅力を 発信する好機

デフ アスリ ート による国際総合スポーツ競技大会

デフリ ンピッ ク

障害の有無などにかかわらず、

誰も がスポーツを 楽し む素晴らし さ を 伝える

互いの違いを認め、尊重し 合う 社会への

歩みが加速

両大会がもたらす価値

V ISIO N 2 02 5 　 　 　 両大会を 通じ て都が目指す姿
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３ つのCo ncep t

Sp o rtsプロジェ クト

10 のActio n

スポーツの価値を再認識

みんなが つながる
Actio n１
大事な情報、伝える工夫

Actio n２
デジタ ルで拓く 東京の未来

推し スポーツPro j e ctの展開

環境先進都市への歩み ボランティ ア文化のさ ら なる根付き

東京2 02 0 大会のレガシーを継承・ 発展

両大会一体と なってウェ ルネスの向上や社会変革を推進

202 5 年を機に、東京に新たなレガシーを創出

世界の人々が 出会う
Actio n３
芸術文化に触れ、感じ る

Actio n４
世界に東京の魅力を PR

こどもたちが 夢をみる
Actio n５
2 02 5  fo r キッズ

Actio n６
2 02 5  w ith  キッズ

未来へ つなぐ
Actio n７
みんなで守る、みんなの環境

Actio n８
共に生きる未来を 創る

みんなで 創る
Actio n９
M a ke  it to g e th e r 2 0 2 5

Actio n10
知って、楽し んで、応援し よう！

― 両大会を機にウェ ルネスを向上 ―

― 両大会を社会変革の推進力に―

＋

V ISIO N 2 02 5 　 　 　 ビジョ ンの実現に向けた具体的な取組の指針
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プロジェ クト の概要

参画人数

スポーツの価値を再認識

推し スポーツPro j e ct

推し スポーツPro j e ct

「 推しスポーツProj ect」 公式ロゴマーク

推し スポーツPro j e ctに参画し た人数※ 約3 0 0 万人

※東京都や関係団体等が実施し たスポーツイベント 等に参加し た人数（ 令和６ 年４ 月～令和７ 年11月の集計人数）

※世界陸上・ デフリ ンピッ クの入場者数（ 世界陸上： 約62 万人、デフリ ンピッ ク： 約3 3万人） を含む。

※都立スポーツ施設の利用貸出事業の利用者数は含まない。

※大会名称の記載について： 本頁以降、「 東京2 02 5世界陸上競技選手権大会」 を「 世界陸上」 、

 「 第2 5 回夏季デフリ ンピッ ク 競技大会 東京2 02 5」 を「 デフリ ンピッ ク」 と 記載し ます。

世界陸上・ デフリ ンピッ ク で気運が盛り上がる中、  

様々なスポーツに参加

スポーツの楽し さ を 知り 、継続的にかかわること で、

心身の健康や生き 生きとし た暮らし の実現に寄与

■「 様々なスポーツの中から 推し スポーツを  

　 見つけよう 」 と いう 事業趣旨をイメ ージ

■東京都スポーツ推進大使「 ゆり ーと 」 を中心に、  

　 様々なスポーツ（ パラスポーツ 含め18 競技） の 

　 イラスト で構成

世界陸上・ デフリ ンピッ クの開催を機に、スポーツを  

「 する・ みる・ 支える・ 応援する」 の視点から 、様々な 

スポーツに親し む機会を創出

「 都民一人ひとり の好みや特性に合ったスポーツの楽し さ  

（ 推し スポーツ）」 の発見を支援

1 0



TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

推し スポーツPro j e ct

■Let’s enj o y sp o rts!

各種大会や体験会、試合観戦、ボランティ アなど 様

々な機会を通じ て、スポーツやレクリエーショ ンに触

れ、楽し さ・ 面白さ を体感

【 取組事例】

◉ スポーツフェ スタ

東京体育館をはじ め都内の施設で、パラスポーツ

やレクリエーショ ンスポーツを含め、様々なスポー

ツ体験プログラムを展開

◉ BEYO N D  STAD IU M

パラアスリ ート ト ークショ ーをはじ め、子供たちも

楽し みながら パラスポーツへの理解を 深めら れる

体験イベント を開催

「 推し スポーツ」の発見・ 実施を後押し する３ つの取組

■キッズスポーツプログラム

アスリ ート と の交流や子供（ 親子） 向けスポーツ 教

室など、スポーツを 体験できる 機会を 通じ て、子供

たちの成長を支援

【 取組事例】

◉ 見て、学んで、走り だせ！世界陸上リ アル教室

都内小学生が、国立競技場で“ 本物” の雰囲気を

体感し 、アスリ ート から 陸上競技の指導を 受ける

陸上教室を開催

◉ TO KYO  FO RW ARD  2 02 5  

　 子供スポーツ体験教室

きこ えない・ きこ えるにかかわらず、子供たちがアス

リ ート と 一緒にスポーツを 楽し む体験教室を実施

■健康長寿プログラム

体力測定に基づく 運動指導や、シニアを 対象とし た

交流会など、スポーツを 通じ た健康増進やフレイル

予防、仲間づく り を 促進

【 取組事例】

◉ スポーツを通じ た健康増進事業

健康への関心を高め、継続的なスポーツ実施につ

なげていく ため、握力、反復横跳びなどの体力測

定を実施

◉ TO KYO 縁ジョ イ！

　 シニア健康スポーツフェ スティ バル

シニア世代の健康増進や交流促進を目的として、都

内在住の59歳以上の方を対象に10 競技のスポーツ

大会を実施

子供たちに多様なスポーツ体験を！ スポーツの面白さ を発見！スポーツで、いつまでも 健康に！

10 0 0 分の１ マラソ ン（ 4 2 .19 5メ ート ル走）

デフ サッ カ ー体験教室 w ith  FC東京

東京スポーツド ッ ク 2 02 4  ブース出展 卓球体験

ゲート ボール大会

パラスポーツ体験

（ 車いすバスケット ボール）
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スポーツ参画を促す、新たな応援のかたち

基本要素の

動画はこちら▶

サインエールは日本手話言語をベースに、複数の動きを 組み合わせ、

以下の基本要素で構成しています。

※「 行け！」「 大丈夫 勝つ！」 等はあく までも ネーミ ングとしてつけたも のであり 、

　 直接的に日本の手話言語の意味を 示すも のではあり ません。

To p ic

　 スポーツの参画方法には、「 する」「 みる」「 支える」 があり、「 応援する」

こと も スポーツへの入り 口と なる参画の方法と いえます。

　 東京202 5デフリンピッ クでは、新たな応援のかたちが生まれました。

　 一般的にスポーツの応援は声や聴覚＝音に頼るも のが多く 、きこ えない・

きこ えにく いアスリ ート による「 デフスポーツ」 の世界では、観客が応援を届

ける手段は限定的でした。そこで東京都は、ろう 者やデフアスリ ート と 共に、

“ 目でみる応援”「 サインエール」 を開発しました。

　 「 サインエール」 は、きこ えない・ きこ えるにかかわらず全ての人がデフ ア

スリ ート に想いを届けること ができる新たな応援スタイルです。実際に大会

では、国籍や障害の有無を 超えて多く の観客がサインエールで選手を 応援

し 、会場全体が一体と なり 盛り上がり ました。さらに今大会では、サインエー

ルに加え、最新のデジタ ル技術を 活用し 、競技音を 視覚や振動で

体感できる観戦スタ イルも 導入するなど、スポーツの楽し み方の幅が

広がる、新たな応援のかたちを示し ました。

　 東京都は今後も 、「 する」「 みる」「 支える」「 応援する」 それぞれの形でス

ポーツに参画する機会を創出し 、一人ひとり に合ったスポーツへのかかわり

を 促すこと で、都民の方々がスポーツを 通じ てウェ ルビーイングを高めら れ

るよう 取り 組んでいきます。

1 2



みんなが つながる
海外から 多く の選手・ 観客が訪れる両大会を 契機に、「 いつでも・ どこでも・

誰と でもつながる街・ 東京」 の実現を目指し 、街中の情報アクセシビリ ティ

環境の整備や、デジタル技術を 活用し たユニバーサルコミ ュニケーショ ンの

促進に取り 組みまし た。

Actio n１  「 大事な情報、伝える工夫」

Actio n２  「 デジタ ルで拓く 東京の未来」
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みんなが つながる A ctio n １  「 大事な情報、伝える工夫 」

まちの情報バリ アフリ ーが進展

誰もがより 簡単に必要な情報を受け取れる社会の実現に向けて、大会における情報保障の充実に取り 組むとともに、公共

施設等における環境整備や、アクセシビリティ 向上への社会的気運の醸成につながる取組等を推進。多様な人が集い、情

報保障への関心が高まる大会を契機として、各種施設でのユニバーサルコミ ュニケーショ ン（ U C） 技術等の活用が広まる

など、街中における情報バリアフリ ーの進展につなげた。

スポーツ施設や公園、駅などに情報保障機器を導入するなど、誰もが利用し やすい環境整備を推進

様々な施設や団体と 連携し たキャンペーンを展開し 、アクセシビリ ティ 向上の気運を高めた両大会における情報保障として、デジタル技術や手話言語等での対応を充実

大会における情報保障を 充実 街中における情報保障を 推進

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団 ©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

みんなが つながる A ctio n １  「 大事な情報、伝える工夫 」

■デフリ ンピッ クに向けた国際手話人材等の育成

・  デフリンピッ クやその後の活躍を見据え、 都内の国際手話人口の裾野拡大を図るため、

東京都国際手話普及促進事業を実施し 、 令和５ 年度 172 人、 令和６ 年度 14 4 人の国

際手話講習会受講費用を助成。 また、 助成者等を対象に、 外国人と の国際手話による

コミ ュニケーショ ンを体験し 、 スキルアップを図る国際手話体験会を実施  

➡助成者等はデフリ ンピッ クにおいて、 国際手話通訳やボランティ アとして活躍

・  デフリ ンピッ クの全ボランティ ア活動者に対して、手話言語研修・ ろう 者の文化等理解

研修を実施

・  ボランティ アの約半数が手話言語を用いて活動し た

ほか、活動場所に応じ てU C機器を 活用し 、きこ え

ない・ きこ えるにかかわらず様々な方と の円滑なコ

ミ ュニケーショ ンを実現

■公共施設等における環境整備

・  デフリ ンピッ ク の競技会場と なった都立スポーツ 施設全

６ 施設（ ９ 競技の会場） に、アク セシビリ ティ 設備として

光警報装置や避難口誘導灯、集団補聴設備を整備

・  都営地下鉄において、駅へU C技術を 導入し たほか、車内

ド ア開閉表示灯の設置拡大を推進

・  都立公園における情報保障のケーススタ ディ として、デフ

リ ンピッ ク 競技会場の日比谷公園にU C技術を導入

・  障害のある人などのコ ミ ュニケーショ ンを支援するスマホ

アプリ を活用し たスマート サービ スの実証を実施し 、アプ

リ の有用性や活用可能性の検討を推進

・  都有施設において、デジタ ル技術を 活用し た遠隔手話通

訳を実施し 、きこ えない人への情報保障を充実

■U C技術の活用

・  両大会の全競技会場において、透明ディ スプレイやタ ブレ

ット を活用し た多言語テキスト による案内や、会場設置の

ビジョ ン及び観客等のスマート フォンへの場内アナウンス・

競技案内等の多言語テキスト 表示等を実施

■「 ユニバーサル・ チャット ボード 」 の制作・ 活用

・  指差しでコ ミ ュ ニケーショ ン がと れるツール「 ユニバーサ

ル・ チャット ボード 」 を 制作。競技会場のほか、ホテル、飲

食店等にも 配布し 、様々な場面でのコミ ュニケーショ ンに

活用

■「 オールウェ ルカムTO KYO ～デフ・ スペシャル～」 の展開

・  国内外から 多く のデフ アスリ ート や観客が東京に集う 機会を捉え、様々な団体と 連携

し 、都立施設や民間施設において、きこ えない・ きこ えにく い方をおもてなしする「 オー

ルウェ ルカムTO KYO  ～デフ・ スペシャル～」 を実施。手話言語通訳付き 動画による施

設紹介、音声を多言語で字幕表示する透明ディ スプレイやタ ブレット などのU C技術を 活

用し た案内等の取組を 通じ て、

東京のアク セシビ リ ティ を 向上

さ せ、共生社会実現に向けた社

会的気運を醸成

両大会における情報保障

街中における情報保障

上野動物園
「 日本手話言語通訳付き の動物解説ガイド 」 の実施や「 手話言語通

訳付き の施設紹介動画」 の放映

東京地下鉄㈱ 全駅
全駅に「 みえるアナウンス（ 駅構内アナウンスをお客様のスマホに

多言語で文字化できるサービ ス）」を設置

東京日比谷

ミ ッ ド タ ウン

インフォメ ーショ ンで「 透明ディ スプレイ」、 2 7の飲食店等テナント

で「 タ ブレット 」を 活用

選手等の宿泊施設
フ ロント 等において、「 タ ブレット 」 や「 ユニバーサル・ チャット ボー

ド 」、 遠隔手話通訳サービ スを活用

（ 連携施設における主な取組事例）

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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みんなが つながる A ctio n ２  「 デジタ ルで拓く 東京の未来」

両大会やイベント 、展示会など様々な場面で技術を活用し 、PR

多く の人がＵＣ 技術に触れ、有用性を 体感し た

都有施設においてU C技術の活用を進めると と も に、

区市町村や鉄道駅等での技術活用を 促進

新たなコミ ュニケーショ ン 技術の普及が加速

デジタル技術を活用したユニバーサルコミ ュニケーショ ン（ U C）を促進するため、大会等様々な場面でU C技術を活用し 、

その有用性を発信するとともに、都有施設や鉄道駅などでの技術導入を推進。U C技術の社会的認知が高まり、街中での

実装も 進展するなど、U C技術の社会普及を促進した。

U C技術の有用性を広く 社会へ発信

U C技術の社会実装を 促進

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

みんなが つながる A ctio n ２  「 デジタ ルで拓く 東京の未来」

卓球・ バド ミ ント ンの競技音を

擬音で大型ビジョ ン等に表示

スマート グラ ス 上に競技解説など を

字幕表示し ながら 競技観戦

柔道の投げ技などで発生する競技音を、

装着し たデバイスの振動で体感

■民間企業等と 連携し た新たな技術の開発・ 活用

・  「 音が見える、 音を 感じ る競技会場の実現」

をテーマに、 スタ ート アップによるピッ チコ ン

テスト を 実施。 優勝企業等と 連携し 、 技術

開発を 促進

・  開発し た技術を 含む様々な技術を 各種競技

大会で実証

・  デフリ ンピッ ク 期間中、 最新技術を 活用し 、

誰もが“ 音が見える”“ 音を感じ る” 新し い競

技観戦を提供

■都有施設等での活用

・  都庁舎を はじ めと する 都有施設において、音声情報を 多

言語で表示するディ スプレイを設置。令和６ 年度に3 8 の

施設に導入し 、令和７ 年度には110 の施設に設置を拡大

・  都営地下鉄において、都庁前駅や国立競技場駅、六本木

駅など15 駅にU C技術を導入

■様々な機会を捉えた技術の発信、体験機会の提供

・  国内最大級のデジタルイノ ベーショ ンの総合展「 CEATEC」 やアジア最大

級のグローバルイノ ベーショ ンカンファレンス「 SusHi Tech To k yo」 等に

出展し 、技術をPR

・  気運醸成イベント において、様々なデジタル技術の体験コンテンツを展開

・  デジタ ル技術を 活用して、きこ えない・ きこ えるにかかわらず誰も がつな

がること ができるコンセプト カフェ「 みるカフェ」 を２ 年連続で開催

・  デフリ ンピッ ク 大会時、選手等の交流拠点と なる「 デフリ ンピッ ク スク エ

ア」 において、スタ ート アップ 等と 連携し 、U C技術等を 体感できる「 みる

Tech」 を開催。約3 6 ,0 0 0人が来場

・  国際手話・ アメ リ カ 手話言語を多言語テキスト に変換表示できる技術の開

発を 促進、選手宿泊ホテル等で活用

・  「 西新宿先端サービ ス実装・ 産官学コ ンソ ーシアム」 において、 スマート グ

ラス上に発話内容などを字幕表示する技術を 開発し 、 都庁展望台等で実証

■公共施設等への導入支援

・  区市町村や鉄道駅におけるU C技術の導入

を支援。区市町村６ 自治体18 箇所、鉄道駅

６ 社172 駅が新規導入（ 令和６ 年度）

U C技術の有用性をPR

U C技術の社会実装の促進

誰もが楽し める新し い競技観戦【 デフリ ンピッ ク】

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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みんなが つながる

日本財団にてアジアのろう 者支援事業のコ ーディ ネート 等を

担当。大会アンバサダーとして手話言語やデフリ ンピッ クの魅

力のPRに尽力。デフリ ンピッ ク 開閉会式では国際手話で司会

を務めた。

大会で活用し たU C技術「 ミ ルオト 」 のプロデューサー。スタ

ート アップピッ チイベント「 U PG RAD E w ith  TO KYO」 にお

いて「 音が見える・ 音を感じ る競技会場の実現」 をテーマに

優勝に輝き、都と 連携して、デフリ ンピッ クに向けた技術開

発等を推進

公益財団法人 日本財団 職員

東京2 02 5デフリ ンピッ ク応援アンバサダー

川俣 郁美 氏

株式会社方角 代表取締役

方山 れいこ  氏

“ つながり ” が「 違いは素敵である」と 気づく きっかけに 大会を通じ て広まったU C技術の可能性

　 大会の素晴らし さ だけでなく 、“ ろう・ 難聴であること は「 かわいそう 」「 失った」 のではな

く 、ろう・ 難聴だからこそ気づける視点、社会に貢献できる点がある” 、“ 工夫次第で同じ よ

う に楽し むこと ができる”、“ 違いは素敵である” ことを 伝えたいと 思い活動をし まし た。

　 不便さ だけではなく 、手話言語やデフリ ンピッ クの面白さ 、前向きな工夫を 紹介するよう

努めながら活動し まし た。小学校での出前授業の時には、私を「 ろう 者」「 きこ えない人」 と

いった属性で捉える前に、純粋に一人の人として子供たちが興味をもって「 好きな色は？」 と

いった質問を投げかけてく れたり 、覚えたての手話言語や身振り で元気よく 話し かけてく れ

て、心が温かく なったことを覚えています。

　 また、大会では手話言語通訳付き 生配信やユニバーサルコ ミ ュニケーショ ンの導入が進

み、様々な環境整備が行われまし た。そして街中での大会や手話言語のPRを 通じ て、社会

に対してろう・ 難聴の存在を自然に気づかせるきっかけと なり 、心理的なバリ アが軽減さ

れ、社会の一員として受け入れら れていると いう 誇り を感じ まし た。

　 スポーツには言語や文化の違いを 超えて感動を共有できる力があり ます。「 デフリ ンピッ

ク」 と いう 舞台を通じ て、多様な人が参加できるよう 様々な工夫が取り

入れら れ、大勢の人がデフスポーツや、ろう・ 難聴、手話言語、さ らには

まだ残る社会課題に気づく きっかけと なり まし た。

　 社会全体・ 日本全体で、きこ えない・ きこ えるにかかわらず、誰もがな

り たい夢をめざせる 社会に向けた取り 組みがさ ら に進んでいく こ と を

願っています。

　 以前、知り 合いのきこ えない・ きこ えにく い人から「 スポーツ観戦のと き、みんなが盛り上

がっている理由がわから ない」 と いう 声を 聞いたこ と があり まし た。ニュースには字幕や手

話言語が付く よう になり まし たが、生活はそれだけではあり ません。“ 絶対必要ではないけ

れど、ないと 困る”。そう し たエンタ ーテインメ ント の世界にも 情報保障が必要なのではない

かと 考え、スポーツ観戦の音を可視化するユニバーサルコ ミ ュニケーショ ン（ U C） 技術の開

発に取り 組みまし た。

　 大会での活用に向けては、各種競技大会やイベント など様々な場所で何度も 実証を行い

まし た。卓球台を設置して実演を行ったショ ーケースでは、多く の方の目に留まり 、「 自分の

出す音がどんな音なのかを見てみたい」 と 体験さ れる方も いらっし ゃいまし た。実証の機会

を通じ て多く の人に技術に触れていただく こと ができまし た。

　 大会本番では、卓球と バド ミ ント ンにおいてミ ルオト を実装し 、打球音、歓声、拍手の音を

可視化し ました。音の可視化により 観戦の楽し さ や会場の一体感が広がっていく 様子を目の

前で見るこ と ができ、“ 情報保障は最低限の配慮ではなく 、体験そのも のを拡張し う る”と

いう 手応えを得ること ができまし た。また、大会時には多く のメ ディ アに取材していただき、

U C技術を必要としている方がいること 、そしてそのソリューショ ンが“ ある”と いう こと が様

々な媒体を通して社会に伝わったと 感じ ています。

　 情報が目の前にあるけれどそこ にアクセスできない方はたく さ んいらっし ゃいます。そう

いった方々が気軽にアク セスできるよう な社会の変化を期待すると と も に、我 と々してもこ

の分野は引き続きチャレンジしていきたいと 考えています。

Vo ice

1 8



世界の人々が 出会う
世界中から 多く の人が東京に訪れ、注目が集まる両大会の開催を 契機に、

「 何度でも 訪れたく なるTO KYO 」 を目指し 、東京の多彩な魅力を 世界に

発信し まし た。

Actio n３  「 芸術文化に触れ、感じ る」

Actio n４  「 世界に東京の魅力を PR」

© W CH To k yo  2 5
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世界の人々が 出会う A ctio n ３  「 芸術文化に触れ、感じ る 」

文化プログラムを展開し 、東京の芸術文化をPR 誰も が芸術文化を 楽し める環境整備を推進

誰も が芸術文化を 楽し める環境づく り が進展

両大会に合わせ、文化プログラムを展開するとと もに、芸術文化へのアクセシビリ ティ 向上の取組を推進。大会を訪れた

人など多様な人々に東京の芸術文化の魅力を届けると と も に、国籍や障害の有無にかかわらず、誰も が芸術文化を 楽し

める環境づく り が進展した。

文化プログラム「 TO KYO  わっしょ い」 に約11.3万人が参加

国内外問わず、多く の人が芸術文化に触れ、その魅力を 体感し た
全都立文化施設の情報保障の拡充、民間の文化事業に助成を実施するなど、

誰もが芸術文化を 楽し める環境を整えた

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

江戸東京たても の園 園内全体視察模型 © 中島祐輔江戸東京たても の園 園内全体視察模型 © 中島祐輔
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

■「 TO KYO  FO RW A RD  2 02 5  文化プログラム」
・  東京2 02 0 大会の文化プログラムのレガシーを継承・ 発展さ せた３ つのアート プロジェ

クト を展開。東京の持つ芸術文化の魅力を 発信し 大会を盛り上げると と も に、共生社

会実現に向けた歩みを加速

◉「 TO KYO  わっしょ い」 ➡Vo ice (p .2 4 )
　  東京で親し まれている様々な祭り の見どころを凝縮し た

パフォ ーマンスを披露。年齢や国籍、障害の有無を超え

誰も が気軽に参加し 、芸術文化を 楽し める祭り 体験を提

供し 、一体感を創出。約11.3万人が参加

◉「 黙るな 動け 呼吸し ろ」

　  言葉や文化が異なるろう 者・ 聴者が交流し 、そのプロセ

スをベースに創り 出さ れていく オリ ジナルスト ーリ ーを上

演。その創作過程も 記録し 、発信

◉「 TRA IN  TRA IN  TRA IN 」

　  東京2 02 0パラリ ンピッ ク 開会式のキャスト ・ スタ ッフ に

新たな仲間を 加えたチームで、障害の有無を 問わず、多

様な個性が輝く 新作舞台を上演。誰も が作品を 楽し め

るよう アクセシビリ ティ 対応を充実

世界の人々が 出会う A ctio n ３  「 芸術文化に触れ、感じ る 」

鑑賞サポート 利用者の声

■都立文化施設や文化事業の環境整備
・  鑑賞を支援するツールの導入や、情報保障付きプログラム

の拡充など、鑑賞サポート の取組を都立文化施設全10 施

設（ 休館中１ 施設含む）で実施

・  手話言語を 使った鑑賞体験を サポート できる人材を 育成

する研修プログラムを令和６ 年度から 開始

■民間団体等のアク セシビリ ティ 向上の取組を支援
・  民間文化施設などでの鑑賞サポート 提供への助成事業を 

令和６ 年度に創設し 、47 団体、62事業に助成。   

令和７ 年度には両大会の開催に合わせ機運醸成枠を新設

するなどの助成を拡充

・  鑑賞サポート の提供ノ ウハウに関する講座の開設や相談

対応を実施

■江戸文化のプロモーショ ン
・  世界陸上マラソ ンコ ース沿道に浮世絵のフ ラ ッ グを掲出

し 、街を装飾

・  世界陸上の競技会場（ 国立競技場） 内の大型ビジョ ン 等

で浮世絵を活用し たPR映像を放映

・  世界陸上の期間中、国立競技場外構部にて、江戸の魅力

を感じ ら れるステージパフォーマンスを実施

・  デフリ ンピッ ク スク エア内にEd o  To k yo のフォト パネル

を設置すると と も に、提灯リ コ グニショ ンの中にロゴ入り

提灯を設置

■大会関連施設での芸術文化鑑賞体験
・  大会関係者などに江戸・ 東京の芸術文化体験、鑑賞機会

を提供。東京の魅力を効果的に世界へ発信

■「 オールウェ ルカムTO KYO 」
・  両大会の開催時期を中心とし た期間、アクセシビリ ティ 向

上の機運を一層高めることを目的とし たキャンペーンを展

開。芸術文化を 起点に多様な主体と 連携し 、鑑賞・ 参画

機会の増加や鑑賞サポート 等に取り 組み、一体的に発信

東京の芸術文化の魅力を発信

誰もが芸術文化を楽し める環境を整備

好きな俳優の舞台を見に行きたく ても 、字幕がなく て諦めた

こ と 、内容が分からず楽し めなかったこ と が多いので、字幕

を 使用して他のお客様と 同じ タ イミ ングで笑ったり 感動でき

たりして嬉し かった。

大会関連施設での芸術文化鑑賞体験参加者の声

茶道体験で心が落ち着き、集中して時間が止まる 感覚は

スポーツに似ていまし た。日本が大好きで、東京に来ら れ

てう れし く 、競技後にきれいな着物を 着て明るい気持ちに

なり まし た。

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

© W CH To kyo  2 5© W CH To kyo  2 5

撮影： 加藤甫 川島彩水撮影： 加藤甫 川島彩水

撮影：宮川舞子撮影：宮川舞子

© (公財)東京都スポーツ文化事業団© (公財)東京都スポーツ文化事業団

庭園美術館庭園美術館
さ わ会―さ わっておしゃべり 鑑賞会さ わ会―さ わっておしゃべり 鑑賞会
ⓒ大倉英揮(黒目写真館) ⓒ大倉英揮(黒目写真館) 
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世界の人々が 出会う A ctio n ４  「 世界に東京の魅力を PR 」

© W CH To k yo  2 5

“ 東京ブランド ” を 世界に発信・ 浸透

大会の様々な場面を通じ て世界に東京の多彩な魅力を発信すると と も に、選手や大会関係者など多く の来訪者に東京

ならではのおもてなし を提供。世界の注目が集まる両大会を活用し 、効果的にプロモーショ ンを行い、東京ブランド を世

界に広めた。

両大会を 活用し 、東京を 効果的にプロモーショ ン 東京ならではのおもてなし を 通じ て魅力を 発信

競技会場へのTo k yo  To kyoを活用し た広告掲出や、東京の魅力を感じ ら れる場所を

マラソンのコ ースに設定するなど、テレビ 放送等を通じ て効果的にプロモーショ ン

海外の選手や大会関係者、メ ディ ア等を、食や観光、伝統文化と いった東京の多彩な魅力でおも

てなし 。多く の来訪者に東京の魅力を発信し た

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

“ 東京ならでは” のおもてなし

世界の人々が 出会う A ctio n ４  「 世界に東京の魅力を PR 」

■様々な場面で東京をプロモーショ ン

・  世界陸上の競技会場等にTo k yo  To kyo のアイコンを活用

し た広告を掲出

・  東京都の観光PRサイト「 JAPAN  SPO RTS JO U RN EY」

に両大会の特設ページを新設

・  オンラ イン広告や機内誌、SN Sなど多様な媒体を 通じ た

海外プロモーショ ンを展開

・  都庁舎等で大会をテーマとし たライト アップを実施

・  日本の伝統と 最先端テクノ ロジー

を掛け合わせた未来の山車「 ツナ

グルマ」 を両大会で活用

■大会関係者に向けたおもてなし

・  海外の選手や関係者、メ ディ アを 対象に、東京の観光名所を 巡る

ツアーを実施

・  着物の着付けや折り 紙の体験など日本の文化を 体験できる取組

を実施

・  世界陸上において、メ ダリスト 副賞として、To kyo  To k yo のアイコ

ンが入った「 ぐ い呑み」 を贈呈

・  世界陸上の大会関係者や各国の要人が集まる会議等において、東

京産食材を提供。また、島しょ 部の紹介として、島酒の試飲や特産

品の紹介を実施

・  デフリ ンピッ クの各国選手団の団長が集まる会議において、東京

産食材の提供、都伝統工芸品・ To kyo  To kyo グッズの贈呈を実施

・  大会の記念品として、To k yo  To k yo のアイコンが入ったステンレ

スボト ルをデフリンピッ ク出場選手等約6 ,0 0 0人に贈呈

・  両大会の選手、関係者、メ ディ ア、ボランティ アに対し 、東京の魅力

を発信するギフト として銭湯手ぬぐ い等を配布

■大会に東京の魅力を取り入れ発信

・  世界陸上の大会メ インカラ ーに「 東京らし さ 」 や「 気品」、

「 多様性」 を表現し た“ 江戸紫” を採用

・  世界陸上のマラソン・ 競歩について、東京駅や明治神宮外苑

など歴史や文化などの東京の魅力を感じられるコ ースを設定

・  世界陸上の暑さ 対策でスタ ート アップと 協働し 、その技術

力を発信

・  世界陸上では前夜祭イベント の会場として、デフリ ンピッ

ク ではマラソ ンのコ ースとして、都心部を 通るKK線（ 旧東

京高速道路） を利活用。KK線の再生方針である「 世界から

注目さ れる東京の観光拠点」 の実現に向け、効果的にPR

東京の持つ多彩な魅力の発信

KK線（ 旧東京高速道路） の再生

都心部に位置する全長約２ km の自動車専用の道路（ KK線） は、首都高速道路の新たな都心環状

ルート（ 新京橋連結路） の整備により 、その役割が大きく 低下するこ と と なった。今後、KK線は世

界から注目さ れる観光拠点を目指し 、ウォ ーカブルなまちづく り のシンボルとして再生していく 。

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5

■街全体でおもてなし

・  To k yo  To k yoと 両大会のキービジュ アルを 組み合

わせたデザインを 制作し 、主要会場最寄駅や空港、

PR効果の高い鉄道駅などを装飾

・  世界陸上の大会期間中、国立競技場周辺で大会を盛

り上げるイベント を開催。国内外から大会に訪れる人

々へ、江戸・ 東京の魅力を発信

・  競技会場や大会の文化発信拠点などにPRブースを

設置し 、東京の観光情報やアニメ 文化などの様々な

魅力を紹介

・  多言語対応等を行う インバウンド 対応モデル銭湯へ

の支援を 行い、外国人の受入体

制を 整備すると と も に、競技会

場等での割引入浴券付きリ ーフ

レット の配布、大会関連施設で

のPRなどを実施し 、国内外の観

光客等の銭湯利用を 促進

© 創通・ サンライズ© 創通・ サンライズ
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世界の人々が 出会う

東京都と 共に「 TO KYO  わっしょ い」 を主催。関係機関と 連携し 、

祭り や芸能団体等への出演依頼や事業運営にあたる。

大会期間中、多く の海外選手が東京での滞在を 楽し み、その様子をSN S等で発信し まし た。

競技だけでなく 、街並みや食、住民と の交流など、選手たちが日常の中で感じ た魅力が、

写真や言葉と と も に世界へと 広がり まし た。ここでは、その一部をご紹介し ます。

 アルマンド・ デュプランティ ス  スウェ ーデン/男子棒高跳

東京2 02 5世界陸上において世界新記録を樹立し 金メ ダルを獲得。Insta g ra mフォロワー数 約16 0万人※

「  日本での時間を本当に楽し んでいます。今までの人生で最高の食事を味わいまし

た。アジア料理は昔から 好きでし たが、特に日本食は最高です。美味し い寿司や

肉がたく さ んあり ます。美味し いも のをたく さ ん食べら れるのは、いいですね！」

（ 出典： 2 02 5 年９ 月15日 世界新記録樹立後の記者会見）

「 あり がとう 、東京」

　 ▶ 大相撲観戦や日本食などを 楽し む様子の写真を投稿

　 　 3 4 .2 万いいね!※を記録
（ 出典： In sta g ra m  m o nd o _ d up la n tis_ 2 02 5 年9 月19 日投稿）  

 タ ラ・ デイビス ウッド ホール  アメ リ カ 合衆国/女子走幅跳

東京2 0 2 5世界陸上において金メ ダルを 獲得。Insta g ra mフォロワー数 約91 .5 万人※

「 東京を探索中」「（ 東京の素晴らし さ を） 自分の目で見て実感し まし た。」

　 ▶ 渋谷の観光スポット 等を 楽し む様子の動画を投稿

　 　 7 9 .6万回再生、3 .5 万いいね!※を記録
（ 出典： In sta g ra m  thew o o d ha l l s_ 2 02 5 年９ 月10 日投稿）

 サナ・ バーネス  アメ リ カ 合衆国/女子走高跳

「  料理はと ても 美味しく 、みんな本当に親切で、世界最大の都市と は思えないほど

街が静かです。」

　 ▶ 日本到着時の空港や街中、「 Ed o  To kyo 」の歓迎バナーを映し た動画を投稿
（ 出典： In sta g ra m  lo u ve rtu re b a rne s01 _ 2 02 5 年９ 月15日投稿）

※2 02 6 年１ 月18 日時点

芸術文化の力で世界陸上を彩る、東京駅前の3 日間

海外選手を通じ て広がる東京の魅力

　 東京駅と 皇居前を 結ぶ行幸通り を 会場に、９ 月12 日(金)から14 日(日)まで開催し た「 TO KYO  

わっし ょ い」 。本事業は、①東京が持つ芸術文化の魅力を 発信 ②共生社会の実現に向けた歩み

の加速 ③芸術文化の力で世界陸上を 盛り 上げる 、の３ つを 目的と し て、年齢・ 国籍・ 障害の有

無を 超え、東京ならではの独自性や多様性を も つ祭り や芸術文化、江戸文化の魅力に触れ、共

に交流のできるプログラムを 展開し まし た。

　 様々な祭り 、伝統芸能のパフ ォ ーマンスに加え、気軽に伝統文化や江戸文化に触れら れる 体

験ブースを 設置し 、リ アルタ イムで字幕表示するパフォ ーマンス字幕や、手話言語通訳者の解説

などを 整備するなど、誰も が楽し める空間を 実現し まし た。

　 会場が東京駅前だったこ と で普段は芸術文化に触れる 機会があまり ないと いう 方々の参加も

多く 、３ 日間で 約11万3 千人も の人々に来場していただけまし た。子供から 高齢者までの幅広い

世代が訪れ、外国人観光客の姿も 多く 見受けら れまし た。また、報道メ ディ アやSN S上での情報

発信・ 拡散のおかげで、会場を 訪れるこ と ができなかっ た方々にも 芸術文化の魅力が伝わっ た

と 感じ ています。

　 参加者から は「 東京駅前と いう 場所でいろいろ なお祭り が見ら れてよ かっ た」 、「 初めて見る

伝統芸能に興味を持った」 などの声が数多く 寄せら れ、本事業が東京の多彩な芸術文化を 知っ

ていただく 貴重な場と なれたこ と を実感し まし た。

　 こ の事業を 通じ 、国や世代を 超えた幅広い層の参加と 、多様なニーズ

に応える取組が、芸術文化の裾野を 広げるう えで重要であると 感じ 、文化

の多様性と 共生の大切さ を 改めて認識し まし た。今後も 東京の多彩な芸

術文化の魅力を 国内外に発信していき、文化振興や地域活性化に活かし

たいと 思います。

To p icVo ice

公益財団法人東京都歴史文化事業団

アーツカウンシル東京　 事業部事業推進課長

湯川 説子 氏
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こどもたちが 夢をみるこどもたちが 夢をみる
限界に挑戦するアスリ ート の姿は、時に子供たちに人生を 変えるほどの感動を

届けます。明日をつく る 子供たちが、大会を 通じ て夢と 希望に触れ、学び、成長

できるよう 、子供たちが大会に参画できる機会を 幅広く 創出し まし た。

Actio n５  「 2 0 2 5  f o r  キッ ズ」

Actio n６  「 2 0 2 5  w i t h  キッ ズ」
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こども たちが 夢をみる A ctio n ５  「 2 0 2 5  fo r キッズ 」

スポーツの素晴らし さ を 次世代へと 継承

国際大会ならではのスポーツ体験や学びの機会を 多く の子供たちに提供。特別な経験を通じ て、子供たちがスポーツの楽

しさ、素晴らし さ に触れ、子供たちの「 スポーツ好き」 を育むとともに、共生社会について学び、考えるきっかけを創出した。

様々な取組で子供たちの「 スポーツ好き」 を 醸成 共生社会を学び、考えるきっかけを創出

大会を通じ て多様性や共生社会への理解を深めた

国際大会ならではの体験機会等を幅広く 創出

多く の子供たちにスポーツの楽し さ、素晴らし さ を届けた
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

こども たちが 夢をみる A ctio n ５  「 2 0 2 5  fo r キッズ 」

■陸上競技等を 紹介し た冊子「 スポーツド リ ル」

・  世界陸上の見どころや、陸上競技種目の解説、子供たち

が楽し みながら 取り 組めるト レーニングメ ニューを紹介し

た「 スポーツド リ ル」 を 制作。HPで公開するほか、都内の

全小学校４ ～６ 年生に冊子約3 4万部を配布

■バト ンプロジェ クト

・  世界陸上を「 こ ども に夢を 届ける大会」 と するため、都内

の全小学校約1,4 0 0 校にリ レ ー用のバト ン（ ８ 本セット ）

を寄贈。バト ンは各校の運動会や体育の授業等で活用

・  キッ ク オフイベント ではアスリ ート によるバト ン 贈呈と 特

別授業を実施

■特設サイト に子供向けページを 制作

・  両大会の特設サイト「 TO KYO  FO RW ARD  2025」 内に、

アスリ ート や社会で活躍するきこえない人等のインタビュー

を子供向けにわかり やすく まと めて掲載

■学習ハンド ブッ ク「 学ぼう！デフリ ンピッ ク」

・  デフリ ンピッ ク や手話言語を 漫画形式で学べる学習ハン

ド ブッ ク を 制作。HPで公開するほか、令和６ 年度に都内

の全小学４ ～６ 年生約3 4万人、令和７ 年度に新４ 年生約

13万人に冊子を配布

・  大会5 0 0 日前などの節目に、都内小学校においてデフ ア

スリ ート 等による冊子を活用し た特別授業を実施

■デフ アスリ ート と の交流イベント

・  きこ えない・ きこ えるにかかわらず、子供たちがアスリ ート

と 一緒にスポーツを 楽し む体験教室を実施

■国際大会ならではのスポーツ体験

・  世界陸上の大会期間中、国立競技場で子供たちが“ 本物”

の雰囲気を 体感し ながら 陸上競技の指導を受けら れる体

験プログラム「 見て、学んで、走り だせ！世界陸上リ アル教

室」 を実施。都内62 校から 約3 ,0 0 0人の子供が参加

・  上記プログラムと は別に世界陸上の大会前にも 、ト ラッ ク

での短距離走を含む国立競技場特別スタ ジアムツアーを

実施。都内延べ92 校から 約7,0 0 0人の子供が参加

・  国立競技場への移動が困難な障害のある子供たちに、分

身ロボット の遠隔操作を 通じ たリ モート での国立競技場

実走体験を提供。「 見て、学んで、走り だせ！世界陸上リ ア

ル教室」 に参加し た小学生と 交流

・  ランニングアプリ を 使用して、好きな時間に好きなコ ース

を 走行し 、全国どこ からでも 参加できるバーチャルランを

実施し 、夏休み期間に親子などでスポーツをする 機会を

創出。1,0 47人が参加

■学校で体験！世界陸上・ デフリ ンピッ ク

・  聴覚障害やデフリ ンピッ クに関する映像教材を作成し 、都

内公立学校へ配信。公共施設のデジタ ルサイネージへ掲

出すると と も に、動画配信サービス上でも 公開

・  ろう 学校にてデフ アスリ ート を招いた競技体験や講演、特

別授業などを実施

・  「 笑顔と 学びの体験活動プロジェ クト 」 では、 両大会に関

連するプログラムを提供し 、 希望する学校が実施

スポーツに触れ、親し む機会を創出

共生社会を考えるきっかけを提供

 

両大会及び関連取組でスポーツへの興味・ 関心が高まった子供

➡ 76 .5％ （ 東京都　 こども 都庁モニタ ー調べ）

「 世界陸上リ アル教室」 に参加し た子供の声

実際にすごい選手が走っているところを走れて、と ても

走り やすかったし 、いつも 走るよりと ても 楽し かったです！
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こども たちが 夢をみる A ctio n ６  「 2 02 5  w ith  キッズ 」

自分たちの意見が

大会運営に反映さ れる かけがえのない経験が子供たちの自信を育んだ 限界に挑戦するアスリ ート の姿が、子供たちに夢や希望を届けた

大会参画の経験がこども たち の夢や自信を 醸成

両大会が子供たちにとってかけがえのない思い出や経験と なるよう 、子供たちが大会に参画できる取組を幅広く 展開。  

子供たちと 共に大会を創り、盛り上げることを通じ て、多く の夢や希望を届けるとともに、自信の醸成につなげた。

多く の子供たちが大会づく り に参画 多く の子供たちに競技観戦の機会を提供

両大会合わせて、約9 .9万人（ 引率者含む） の子供たちを招待

©©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

こども たちが 夢をみる

子供たちの大会への参画

A ctio n ６  「 2 02 5  w ith  キッズ 」

■子供たちの意見を 大会づく り に反映

＜世界陸上＞

・  大会ロゴやメ ダルデザインに中高生のジュニアアスリ ート

の意見を反映。デザイン選定に合わせて、子供向けのロゴ

作成体験企画も 実施

・  マスコ ット デザインの開発に際し 小学生と のワーク ショ ッ

プを開催し 、子供たちが描いたイラスト を 参考にして開発。

オンラ インでのネーミ ング投票も 実施

・  大会に向け、子供の実際の声やニーズを把握するため「 こ

どもワークショ ップ」 を開催。小中学生から 出た意見を具

体化し 、大会の取組へ反映

＜デフリ ンピッ ク＞

・  大会エンブレムは、聴覚障害者・ 視覚障害者のための国立

大学である筑波技術大学の学生がデザイン案を制作し 、

都内中高生の投票により 決定

・  メ ダルデザインは、全国の小中高生による 投票で決定。  

全国から ８ 万を超える投票があった

■競技観戦招待

・  臨場感あふれる会場での観戦を 通じ て、子供たちにスポーツの素晴

らし さ や夢と 希望を届けるため、世界陸上では約4 .9万人、デフリ ン

ピッ ク では約５ 万人の子供たち（ 引率者も含む） を競技観戦に招待

・  また、被災地（ 岩手県・ 宮城県・ 福島県・ 石川県） の子供たち（ 引率

者も含む） も 、世界陸上では131人、デフリ ンピッ クでは13 6人招待

・  デフリ ンピッ ク では都内の３ ～５ 歳児を 対象とし た観戦事業を 企

画・ 実施する区市町村を支援。４ 区市から537人が観戦

■応援メッ セージ

・  大会関連イベント などで集めた子供たち等から のメッ セージを両大

会の選手に届けると と もに、競技会場の装飾などに活用。約３ 万件

の応援メッ セージが集まった

■大会運営参画

・  両大会において、中高生が記者として、選手、関係者、イベ

ント の取材を行い、取材内容をまと めて発信する「 こども

記者プログラム」 を実施➡Vo ice(p .31)

・  世界陸上では、各種目のメ ダルセレモニー（ 表彰式） で、メ

ダリ スト をステージ裏までエスコ ート する「 バッ ク ステー

ジナビゲーター」 を実施。会場周辺区の中学生57人が参画

・  デフリ ンピッ ク では、選手入場時のエスコ ート キッズやハ

イタッ チキッズ、メ ダルセレモニーにおけるト レイベアラ ー

を 都内や被災地等のろう 学校の生徒が実施。計2 8 9人が

参画

子供たちに夢と 希望を届ける

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

東京20 25デフリンピック
公式マスコット
「 ゆり ーと 」

東京202 5世界陸上
マスコット
りく ワン

キッズアスレティ ッ クス【 世界陸上】

陸上の力、体を 動かすこ と を 通じ て、世界中の子供たちが、より アク テ

ィ ブになり 、スキルと 自信を 伸ばし 、そして生涯にわたり スポーツに親

し むこ と を 促すワールド アスレ ティ ッ ク ス(W A )のプ ログラム。「 こ ど

も に夢を届ける大会」 として東京2 02 5世界陸上が認定さ れた。

競技観戦招待： 参加し た子供たちの声（ デフリ ンピッ ク ）

競技観戦招待： 参加し た子供たちの声（ 世界陸上）

・  声に出して応援するのがあたり 前だと 思っていたので、きこ え

にく い選手に応援ボード やサイ ンエール等の、目でみえる応援

をするのが初めてでおもし ろかったです。

・  耳がきこ えない人と 今より も 話せるよう に、も っと 手話言語や

サインエールについて調べたいなと 思いまし た。

・  会場の雰囲気や、そのも のの大きさ に驚き まし た。また、

選手の思いが伝わり すごいと 思いまし た。

・  テレビ で見るのと は違う 、選手たちの全力を出す生き 生き

とし た姿が印象に残り まし た。世界陸上を 通して少しでも

スポーツを身近に感じ ら れるよう になった気がし ます。

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5
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こども たちが 夢をみる

デフリ ンピッ クに関連する取組や大会の運営補助などに積極的に参画。

大会を共に創り上げた。

大会で得た学び、未来へつなぐ

選ぶだけでは終わらせない！学びに広げるメ ダルデザイン 投票

　 大会に関連し た取組として印象に残っているのは、『 デフリ ンピッ クメ ダルデザイン 投票』 で

す。本校ではこ の取組を、聴覚障害への理解を 深め、大会やデフ スポーツへの子供たちの関

心を高めること を目的として、大会前の令和６ 年10月に実施し まし た。投票の際にはICT機器

を 活用し たほか、過去大会のメ ダルに実際に触れる体験や、グループワークによる意見交換の

時間を設けまし た。こう し た工夫を 通じ て、こ の投票活動を単なる“ メ ダルデザインの選択” に

と どめず、子供たちの主体的な学びを 促す場へと 発展さ せまし た。

　 こ の取組を 通じ て、子供たちは大会や障害者スポーツへの関心を高めると と も に、主体的・

協働的に学ぶ姿勢や多様性を 理解する力を育みまし た。実際に「 デフリ ンピッ クについてもっ

と 知り たく なった」 と いう 声や、「 自分の意見をみんなと 共有できて楽し かった」 と いう 感想が

多く 寄せら れ、選択活動を 子供たちの成長につなげること ができたと いう 点で、取組の目的に

沿った大きな成果を実感しています。

誇り や自信を 育んだ、社会と のつながり

　 全体を振り 返ると 、学校の中だけでなく 社会と つながること ができたのは、大会があったか

ら こそだと 思います。子供たちはこ の機会を 通じ て、“ 自分たちの文化や言語（ 手話言語） を誇

り に思う ” 気持ちを育みまし た。実際に本校が参加し た聴覚障害理解啓発イベント では、来場

者に向けて自分たちの文化やコ ミ ュニケーショ ン 方法を工夫し ながら 積極的に発信し 、その過

程で自信を 深めていく 姿がと ても 印象的でし た。

　「 きこ えないこ と は“ 不便” なのではなく 、社会を 豊かにする多様性の一部である」 。こ のこ

と を、子供たちだけでなく 私たち教職員も 、大会や取組を 通じ て改めて実感し まし た。観戦や

運営補助などを 通じ て、各国のきこ えない・ きこ えにく い選手たちが世界を舞台に活躍する姿

を間近で見るこ と ができたこ と は、こう し た気づきを得るう えでも 大変貴重な経験だったと 感

じ ます。

大会で培った力、社会を 切り 拓く“ 礎” に

　 子供たちは大会や関連取組の中で主体性や協働性、多様性の理解、発信力などを育んでお

り 、その成長や変化はろう 学校として非常に意義深いも のでし た。普段からコ ミ ュ ニケーショ

ンに壁を感じ るこ と があった子供たちが、自分たちの文化などを自ら の力で社会に発信し 、大

きな自信へと つなげていった姿は強く 心に残るも のでし た。また、スポーツを 通じ て目にし た 

“ きこ えない・ きこ えにく い人たちが世界で活躍する” 姿も 、子供たちが将来力強く 生きていく

ための礎と なったこと でしょ う 。

　 子供たちには今回学んだ経験を 糧に、“ きこ えない・ きこ えにく い” 自分と 向き 合い、 聴覚

障害が“ 多様な人 と々 互いに尊重し 合える価値ある違い” であるこ と を実感してほし いと 思い

ます。 今大会で学べた数多く のこ と は、 将来の共生社会の担い手として生きる子供たちの未

来を 切り 拓く 大きな一歩と なるこ と でし ょ う 。 そし て、 こ れから の学校生活や社会参画の場

において『 自分』 を積極的に表現し 、 互いの違いを理解し ながら 他者と『 共に』 歩んでいってほ

し いと 願っています。

Vo ice

デフリ ンピッ ク  メ ダルデザイン投票の様子 ハイタッ チキッズの様子

実施し た取組

●国際手話の学習

●映像教材『 みんなで応援し よう！東京2 02 5デフリ ンピッ ク！』 への出演

●デフリ ンピッ ク開催5 0 0 日前記念イベント での参画

●デフリ ンピッ クメ ダルデザインへの投票

●デフリ ンピッ クメ ダルデザイン発表イベント への参画

●FC東京と 連携し た聴覚障害の理解啓発イベント への参画

●デフリ ンピッ クを契機とし た清掃活動への参加

●デフリ ンピッ クでの大会運営補助及び応援観戦

 （ エスコ ート キッズ・ ハイタッ チキッズ・ ト レイベアラ ー・ サインエールなど）

東京都立葛飾ろう 学校長 （ 都立ろう 学校長会会長）

姫野 滋子 氏
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実際の記事はこちら

こども たちが 夢をみる

こ ども 記者と し て、女子バレ ーボール日本代表の初戦を 観

戦。大会終了後に選手の一人である長谷山選手に取材する

ことを通じ 、共生社会への理解を深めた。

老山 隼人 さ ん （ 中学三年生）

大 会で学んだ“ 支える努力” 観戦と 取材を通じ て触れた「 きこえない・ きこえにく い」

　 私は日本選手権でこ ども 記者と して、日本陸上競技連盟会長の有森裕子さ んや大会関係

者の方々へインタ ビューを行い、試合の迫力や選手の活躍だけでなく 、大会を支える 多く の

努力に触れまし た。

　 取材を 通して実感し たのは、「 一つの大会は多く の人の力で成り 立っている」 と いう こ と で

す。大会関係者の方々がそれぞれの役割を 全力で果たしており 、その努力があってはじ めて

大会が成功するのだと 気づきまし た。会場設営や通訳、ボランティ アの方々の仕事を 通じ て

大会を支える“ 見えない努力” を間近で体感し 、表に見える結果だけではない、それら を支え

る努力の大切さ を学びまし た。

　 また、印象に残っているのは有森会長の「（ 選手たちは） ライバルであり ながら も 、お互いに

尊重し 合い、共に成長し よう と する」 と いう 言葉です。世界で戦う 選手たちの、自分たちの競

技相手を“ 敵” ではなく“ 同じ 目標を目指す仲間”として、励まし 合い高め合う と いう 精神に、

私も そう あり たい、そう し た姿勢を大切にし たいと 強く 思わさ れまし た。

　 これから の学校生活では、行事や委員会活動などで“ 表に出る人” だけでなく 、“ 支える人”

の努力にも 目を向けたいです。また、チーム全体で協力し ながら 一つの目標に向かう 姿勢を大

切にし 、どんな場面でも 周り を見て行動できるよう になり たいと 思います。

　 私はこ ども 記者として、女子バレーボール日本代表の試合を観戦し まし た。デフ スポーツ

の観戦は初めてでし たが、試合中に多く の方々が「 サインエール」 で応援していた姿はと て

も 印象的で、日本代表が勝利を収めたと きは自分の応援が届いたよう に感じ 、と ても 嬉し

かったです。

　 また、大会終了後には日本代表の一人である長谷山選手に取材を行いまし た。長谷山選

手と は手話言語通訳を挟んで話すと いう こ と で、コ ミ ュニケーショ ンに不安を感じ ていまし

たが、手の動きや顔の表情を 通じ てコ ンタ クト を取るこ と ができまし た。取材で聞く こと が

できた「 自分の好きを突き 詰めるこ と で、プロへの道が拓ける」 と いう 話には、と ても 心を

動かさ れまし た。

　 今回の体験を 通じ て学んだこ と は、耳がきこ えないこ と 以外、私たちと「 きこ えない・ き

こ えにく い」 人々は変わら ないと いう こ と です。手話言語と いっても 、手だけでなく 口や体

全体を 使いますし 、スポーツに打ち込む姿や普段の生活など私たちと 重なる部分がたく さ

んあると 気が付きまし た。こ れまで聴覚障害についてよく 知らず、漠然

と「 自分と は違う 」 人々だと 思っていまし たが、今回そう でないこ と を

知れて本当に良かったです。

　 今後も 様々な人と 会う と 思いますが、今回の学んだこと を活かし 、

普段から 相手のこ とを理解し 交流するよう 努めていきたいです。

世界陸上の代表選考会を兼ねた日本選手権にて取材を

実施。東京2 02 5世界陸上の魅力を発信し た。

原田 ほのか さ ん （ 高校二年生）

【 世界陸上】こども 記者プログラム参加者
To kyo 中高生W eb サイト 　 制作メ ンバー

【 デフリンピック 】こども 記者プログラム参加者
To kyo 中高生W eb サイト 　 制作メ ンバー

Vo ice
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こども たちが 夢をみる

実際の取材の様子やイ ンタ ビューが記事になり

世界陸上大会公式ウェ ブサイト で公開さ れた
To p ic
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未来へ つなぐ
両大会が「 未来へつながる大会」 として、今後の国際大会のモデルと なるよう 、

持続可能性に配慮し た取組、共生社会実現に向けた取組を推進し まし た。

Actio n７  「 みんなで 守る、みんなの環境」

Actio n８  「 共に生きる 未来を 創る」
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未来へ つなぐ A ctio n ７  「 みんなで守る、みんなの環境」

持続可能な 航空燃料「 SA F」 や次世

代型太陽電池「 A irソ ーラ ー」 などの

環境先進技術を 効果的にPRし 、普及

を促進

両大会において省エネ

や３ Ｒ（ リ デュース・ リ

ユース・ リ サイクル）、

再エネ活用等の取組を

推進

大会を 通じ て持続可能な社会への歩みを 加速

両大会を環境に配慮した大会とするため、先進技術も活用し 、脱炭素化や３ Ｒ を推進するとともに、それらの取組を広く

発信。環境負荷の少ない持続可能な大会運営を推進するとともに、先進技術の普及や都民の行動変容を促進するなど、

大会を通じ て、持続可能な社会への歩みを加速さ せた。

環境に配慮し た大会運営を推進 環境先進技術を 活用し 、普及を 促進

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

未来へ つなぐ A ctio n ７  「 みんなで守る、みんなの環境」

■世界陸上における取組

・  持続可能性に配慮し た大会の実現に向け、「 東京2 02 5世

界陸上サステナビリ ティ プラン」 を 策定し 、省エネや３ Ｒ

の推進、再エネ活用など、環境負荷低減に向けた取組を

推進

・  大会関係者や選手の移動に、燃料電池自動車等の低環境

負荷車両を活用

・  放送事業者用の仮設発電機に10 0 ％バイオ燃料を 使用。

10 0％バイオ燃料としては国内最大級の規模と なる60 ,397L

を使用

・  メ ダルケースには持続可能性の観点から 多摩産材を 使用

■持続可能な航空燃料「 SA F」 の原料と なる廃食用油の回収キャンペーン

・  世界陸上を契機に、SAF（ Susta ina b le  Avia tio n  Fue l） の原料と なる廃食用油を家庭等か

ら 回収するキャンペーンを区市町村等と 連携して実施。都内約8 0 か所に回収所を設置する

と と も に、アスリ ート 等を 活用し たPRにより 、多く の都民参画を 促し 、羽田～ニューヨ ーク

間片道分に相当する約11,3 0 0 Lの廃食用油を回収。選手等の移動に伴う CO 2 削減に貢献す

ると と も に、  SAFの認知度向上や都民の行動変容を促進

■次世代型太陽電池「 A irソ ーラ ー」 の活用及びPR

・  「 薄く 、 軽く 、 曲がる」 と いう 特徴を持った日本生まれの次世代型太陽電池「 Airソ ーラ ー」

の普及促進・ 社会実装に向け、 国立競技場の周辺にAirソ ーラ ー搭載の庭園灯を 設置し 、

活用及びPRを実施

■環境先進技術のPR

・  世界陸上において、アスリ ート 等を起用し 、SAF・ A irソーラ ー・ バイ

オ燃料・ ボト ルtoボト ルに関する動画を制作・ 配信し 、PR

・  国立競技場周辺や路上競技沿道において、冷風設備を

備えた休憩所の設置、暑さ 対策グッズの配布、ミ スト ク

ルーの巡回等を実施し 、来場者の熱中症予防を徹底

・  東京2 02 0 大会時に製作し た「 かぶる傘」 をスタ ッフ が

着用すると と も に、来場者への貸出を実施

・  スタ ート アップと 協働して最新技術を活用

■デフリ ンピッ クにおける取組

・  開催基本計画において環境に配慮し た大会運営を目標と

して掲げ、脱炭素化と３ Ｒの取組を推進

・  表彰式で使用する表彰台やメ ダルト レイをリ サイクル可能

な材料で製作。メ ダルケースには多摩産材を活用

・  人や社会、環境のこ と を 考えた「 エシカ ル消費」 の普及・

啓発のため、子供観戦事業の参加者と ボランティ アを対象

に、環境に配慮し た素材で制作し たグッズを配布し 、エシ

カルな行動を 促進。ボランティ アにはマイボト ル等を 配布

すること で、大会におけるプラスチッ ク削減にも 貢献

・  デフリ ンピッ クスクエアにおいて、次世代型太陽電池「 Air

ソーラ ー」 で発電し た電気を、選手交流エリ アの提灯の明

かりとして活用

環境に配慮し た大会運営

環境先進技術の普及促進 世界陸上における暑さ 対策

© (公財)東京都スポーツ文化事業団© (公財)東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

持続可能性に関する評価基準で最高評価を獲得【 世界陸上】

ワールド アスレ ティ ッ ク ス(W A )が定める大会の持続可能性を 評価するA BW

基準において、東京大会が、世界陸上大会と しては初と なる最高評価のプラ

チナレベルを 獲得。SA F・ A irソ ーラ ーと いっ た環境先進技術活用や、子供た

ちの大会参画、セーフ ガーディ ングの取組(p .3 7 )などを高く 評価さ れた。

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5
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未来へ つなぐ A ctio n ８  「 共に生きる未来を 創る」

共生社会の実現に向けた歩みを 加速

障害の有無にかかわらず、互いの違いを認め、尊重し 合う 共生社会の実現に向け、大会を 通じ て多様性の大切さ を 発信する

と と も に、様々な人が共にスポーツを 楽し み交流できる取組等を展開。多様性や共生社会への理解を幅広い層に広めると と

も に、スポーツを 通じ て人々の相互理解の醸成が図ら れるなど、大会を通じ て、共生社会への歩みを加速さ せた。

大会を 通じ 、多様性や共生社会の理解を 促進 スポーツを 通じ て相互理解を醸成

大会の気運醸成の取組を通じ て手話言語やろう 者の文化に触れる機会を創出

多様な人々が共に大会を創り 、スポーツを 楽し

むこ と を 通じ て、新たなつながり や相互理解が

醸成
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

未来へ つなぐ A ctio n ８  「 共に生きる未来を 創る」

■大会のPRを 通じ た発信

・  両大会の特設サイト「 TO KYO  FO RW ARD  

2 02 5」 において、アスリ ート をはじ め、社会

で活躍するきこ えない人等74 人をインタ ビ

ュー形式で紹介

・  デフスポーツや手話言語に理解のある人

などを「 東京202 5デフリ ンピッ ク応援ア

ンバサダー」 として起用し 、大会PRを通じ

てメッ セージを発信

・  気運醸成イベント 等において、デフスポー

ツや手話言語に関するプログラムを実施

・  手話単語に触れるきっ かけにしても らう

ことを目的に、ダンス楽曲「 し ゅわし ゅわ

☆デフリ ンピッ ク！」 を 制作。著名人にダ

ンスを 踊っても ら い、その動画を SN Sを

通じ て広く 発信

■目でみる応援“ サインエール” を開発

・  きこ えない・ きこ えるにかかわらず、誰も

が視覚的に 応援を 届ける こ と がで き る  

「 サインエール」 を、ろう 者やデフ アスリ ー

ト と 共に開発。デフ サッ カ ー男子日本代

表エキシビショ ンマッ チや世界陸上でもサ

インエールで応援するなど、様々な機会を

捉えて幅広く 普及。デフリ ンピッ ク 大会時

に は 、 多く の

観客がサイ ン

エールで 選手

を応援

■大会を 契機とし た啓発イベント 等の推進

・  聴覚障害及び手話言語への理解促進を 図るため、啓発イベント や手話言語初学者向け学習冊子の制作・

配布を実施

・  手話言語通訳者及び手話言語のできる都民を養成するための研修会等を実施。令和７ 年度より 、専門

分野研修を実施し 、医療・ スポーツ・ 芸術文化における手話対応力向上を推進

・ ファミ リ ー層や若者が集う 商業施設において障害理解に関する啓発イベ

ント 等を実施し 、幅広い層の人の理解を促進

・  心のバリ アフリ ーの理解促進に向け、ポスタ ーコ ンクールやホームペー

ジによる情報発信など効果的な普及啓発を実施

・  多く の人にと って分かり やすく 、伝わり やすい「 やさ し い日本語」 の普及

に向け、イベント や事例集等の作成・ 配布を実施

■世界陸上における多様性等に関する取組

・  職員には多様な人材を採用すると と も に、差別の禁止や人権・ 個性の尊重について行動規範で規定

・  アスリ ート ・ スタッフ・ ボランティ ア等陸上競技にかかわる全ての人が安全で前向きに大会に参加できる

よう 、セーフガーディ ングポリ シーを策定し 、アスリ ート 等への誹謗中傷や写真・ 動画による性的ハラス

メ ント の防止等について普及・ 啓発を実施

■大会やスポーツを 通じ た人々の交流

・  デフリ ンピッ クやデフ スポーツ等への関心を高めるため、アスリ ート と の交流やデフ スポーツ等の体験が楽し める

イベント「 スポーツFU N  PARK」 を開催。大会観戦や応援に役立つブースも 出展。３ 日間で延べ約14万人が来場

・  デフリ ンピッ ク 大会時、選手等の交流拠点と なる「 デフリ ンピッ クスクエア」 において、デフ スポーツやろう 者の文

化への理解を 深めるコンテンツなど、多様な人々が一緒に楽し める多彩なプログラムを実施。57,16 8人が来場

・  障害の有無や年齢、国籍などにかかわらず、多様な人々がボランティ アとして活躍

・  デフリ ンピッ クの開閉会式は「 コミ ュニケーショ ンを楽し もう 」 をベースコンセプト に、ろう 者の文化の共有、東京・

日本の魅力発信、共生社会の実現をテーマに実施。子供や障害のある方など多様な人々が参画・ 出演

多様性や共生社会への理解促進

スポーツを通じ た人々の交流促進

全日本ろう あ連盟　 石橋理事長のコ メ ント

東京2 02 5デフリ ンピッ ク が残す最大のレガシーは、“ 誰も が

個性を 活かし 、力を 発揮できる” 共生社会の実現です。きこ

えない人と きこ える人が共に対等に取り 組んだ大会運営の形

は、まさし く 共生社会のモデルと いえるも のです。
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未来へ つなぐ

「 多摩市一般廃棄物処理基本計画」に基づき、ごみの減量と 資源

化の取組を推進

デフ アスリ ート へ届ける新し い応援のカタ チ『 サインエール』の

制作を主導

国や文化を超え、人々をつなげた『 サインエール』 のちから

　 本市では、市民の皆さ んがエコ 活動に参加し やすい環境を提供するこ と を目的に、東京

都が世界陸上を 契機に行う「 家庭の油 回収キャンペーン」 と 連携し 、廃食用油の回収事業

を開始し まし た。

　 多く の方に取組を 知っていただく よう 、市内の駅周辺の公共施設やスポーツ 施設を回収

拠点と すると 共に、市ホームページ での広報や、世界陸上のマスコット が描かれた啓発用

の缶バッ ジをイベント で配布するなどの周知活動を行っています。

　 こう し た工夫も あり 、非常にたく さ んの廃食用油が集まっています。高齢化が進んだこと

も あり 、お中元やお歳暮でも らった食用油を 未開封のままお持ちになる方が多く いらっし

ゃいます。

　 家庭で使われた食用油が航空燃料にリ サイクルさ れるこ と は、市民の皆さ んにはインパ

クト があるよう です。今回、世界陸上の開催気運に合わせて、こ の取組を実施し たこ と は、

資源循環の啓発と いう 意味でも 有効だったと 思います。

　 今後は、民間事業者の取組なども 紹介し ながら 、市のイベント「 エ

コ フェ スタ 多摩」 でも 廃食用油の回収を行う 予定です。こう し た取組

を引き 続き推進し 、環境負荷の少ない循環型のまちづく り を 進めてい

きます。

　『 サインエール』 は、多く の人にろう 者のコ ミ ュ ニティ から 生まれる表現や文化の魅力を 伝え

たいと 思い制作にあたり まし た。アスリ ート から は「 今までにない体験」「 観客と のつながり

を 強く 感じ た」 などの声があり 、応援する側から も「 一緒に競技しているよう だった」「 会場の

一体感が素晴らし かった」 と いう 反応があり まし た。

　 こう し た新し い体験や感覚、そして感動は、サインエールがあったから こそ生まれたも ので

あり 、大きな一歩になったと 感じ ています。応援団がいなく ても 一般の方が自発的に盛り上げ

たり 、SN Sで広がる様子を 見て胸が熱く なり まし た。国や文化を 問わず多く の人に受け入れら

れ、サインエールが人々をひと つにする力、そしてデフパワーの可能性を強く 感じ まし た。

　 大会を 通じ て、デフ アスリ ート への注目も 増加し 、社会的地位の向上につながったと 感じ ま

す。ろう・ 難聴の子供たちにも『 アスリ ート 』 と いう 新し い選択肢ができまし た。そして、サイン

エールは、例えば、舞台前に緊張している人へ送るなど、ろう 者のコ ミ ュ ニティ の日常でも 自然

に使われ始め、コミ ュニティ の活性化にも 貢献しています。また、大会の中でも あり まし たが、

以前はきこ える人が担う こ と が多かった役割を、最近はろう 者・ 難聴者自身が当事者として担

う 流れができまし た。こ の変化は共生社会に向けた前進であり 、デフリ ンピッ ク を 通じ て、社

会全体にろう 者の文化や手話言語が確実に浸透し たと 強く 感じ ています。

　 真の共生社会に向けては、ろう 者・ 難聴者も 社会の中で役割を担い、きこ える人と 共に社会

を 形作ること で実現すると 感じ まし た。違いを 超えて支え合える社会が広がること を願ってい

ます。私も 表現者・ 当事者として、その実現のためにできることを考え取り 組んでいきたいと 思

います。

大会を契機に広がる資源循環の輪
　 　 「 家庭の油回収キャンペーン」と の連携

Vo ice

多摩市環境部資源循環推進課長

星野 正春 氏

手話アーティ スト

西脇 将伍 氏
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みんなで 創る
両大会がも たらす価値を、多く の都民・ 国民と 共有し 、その価値を

最大化するため、様々な人々の参画を 促す取組を展開し まし た。

Actio n ９  「 M a k e  i t  t o g e th e r  2 0 2 5 」

Actio n10  「 知って、楽し んで、応援し よう！」
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みんなで 創る A ctio n ９  「 M a ke  i t to g e th e r 2 02 5 」

多く の人 と々 と も に大会を創り上げた

多く の都民・ 国民と 共に大会を創り上げるため、東京202 0 大会のレガシーを 継承・ 発展さ せたボランティ アの取組をは

じ め、様々な人々の参画・ 連携を促進する取組や仕組みづく り を推進。多く の都民や団体が大会にかかわり 、共に協力し

て大会を創り上げ、ボランティ ア文化のさらなる定着や新たなつながり の創出につなげた。

多く のボランティ アが大会を支えた 様々な人々が参画し 、みんなで大会を創り 上げた

東京2020 大会のレガシーも

活用して募集を行い、 両大

会合わせて約6 ,0 0 0人が

ボランティ アとして参加。

多様な人々がボランティ ア

として大会を支えた

子供や学生がロゴやエンブレム制作に参画

全国の自治体と 連携し 大会を盛り上げた 多く の人や企業と 大会を創り上げた

会場に来場できない人も
デジタル技術を活用し 遠隔参加

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団

©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

みんなで 創る A ctio n ９  「 M a ke  i t to g e th e r 2 02 5 」

■ボランティ アの気運醸成

・  東京 2020 大会を契機に開設し たポータルサイト

「 東京ボランティ アレガシーネット ワーク（ VLN ）」

などを 通じ て、 ボランティ ア公募情報や大会関連

情報を発信

・  両大会のボランティ ア参加者にV LN への登録を

促し 、VLN を 通じ てボランティ ア情報提供を行う

ことで、大会終了後の継続し た活動を促進

■現地観戦が困難な障害のある方等の参画

・  現地観戦が困難な障害のある方等が、分身ロボット を 活

用して、福祉施設や医療施設にいながら 操作用タ ブレット

端末を 操作して、競技観戦や競技体験、現地にいる 来場

者と の交流などに遠隔で参加

■大会ロゴやメ ダルデザイン 等への都民参画

・  大会のシンボルと なる大会ロゴや大会エンブレム、公式マ

スコット 、メ ダルデザインの制作に、アスリ ート や障害の

ある人、子供たちなど様々な人々が参画

■寄附・ 協賛の環境整備

・  デフリ ンピッ クにおいて、より 多く の人々や企業等が参画

し 、一緒に大会を創り 上げていけるよう 、寄附・ 協賛の環

境を整備。1,5 63 件の寄附、16 0 者の協賛が集まった

・  協賛者の獲得や連携の推進に向け、協賛企業・ 団体交流

会を開催（ 全３ 回実施）

■多様なボランティ アの活躍機会の提供

・  障害の有無や年齢、国籍などにかかわらず、多様な人々がボランテ

ィ アとして活躍できる機会を創出

・  世界陸上では2 ,8 5 8人が、デフリ ンピッ ク では2 ,9 59人が参加し 、そ

れぞれ競技会場等における選手等の案内やID チェ ッ ク など、多彩

な活動を実施。ボランティ アには外国の方や手話言語対応が可能な

方も 数多く 参加し 、大会における来場者等と の円滑なコ ミ ュニケー

ショ ン 等を支援。多様な人々が協働し ながら大会の成功を支えた

  （ 申込人数： 世界陸上8 ,276人、 デフリ ンピッ ク18 ,9 03人）

■自治体等と 連携し た大会の気運醸成

・  都内区市町村等と 連携し 、都民に身近なイベント へのPR

ブース出展を 令和５ ～７ 年度で3 0 0 回以上実施すると と

も に、自治体広報誌を通じ た情報発信を実施

・  大会の気運醸成に資する区市町村のスポーツイベント 等

への支援を行い、各自治体と 一体と なって東京全体での

開催気運を醸成

・  全国の自治体等のキャ ラ ク タ ーによる「 東京2 0 2 5デフリ

ンピッ ク応援隊」 を 結成、176 体のキャラ クタ ーが参加し 各

地で大会に向けた気運醸成やデフ アスリ ート 応援を実施

・  デフリ ンピッ クの開催に向けて、会場自治体と 連携し たカ

ウント ダウンツ アーを 実施。応援の想いを 込めた折り 鶴

を入れたカウント ダウンモニュメ ント が、すべての会場自

治体を巡り 、各地の気運をさ らに盛り上げ

・  デフリ ンピッ ク や手話言語を見て、知って、体験する全国

キャラバン活動が47 都道府県で実施さ れ、全国的な啓発

促進、気運醸成が図ら れた

ボランティ ア文化の一層の定着

多様な人々の参画

➡世界陸上のボランティ アのう ち9 8％、デフリンピッ クボランティ アのう ち9 6％が、

　 大会後の継続的なボランティ ア活動を希望（ 各大会において、活動終了時に実施し たアンケート 調査より ）

ボランティ ア参加者の声

きこ えない人・ きこ える人が共に協力して活動で

きた。チームワーク が素晴らし く 、充実し た日々

だっ た。

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団
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みんなで 創る A ctio n 10  「 知って、楽し んで、応援し よう！」

大会を推進力にスポーツフィ ールド・ 東京の実現へ

多く の都民・ 国民が大会に関心を持ち、みんなで大会を楽し み、盛り上げら れるよう 、大会やスポーツ気運を高めるため

の取組を幅広く 展開。多く の都民の参加を促進することで、大会を通じ て多く の人にスポーツの魅力を伝えるとともに、

デフスポーツの振興も 促進するなど、スポーツの裾野をさらに拡げた。

みんなで大会を 盛り 上げ、スポーツの素晴らし さ を共有 大会を 通じ て様々なスポーツへの関心を喚起

大会の節目等を捉え様々な広報やイベント を展開 高まるスポーツ気運を捉え、 様々なイベント 等を通じ てスポーツに触れる機会を創出

大会への関心を高め、多く の都民・ 国民と 大会を盛り上げた

世界陸上には約62 万人、デフリ ンピッ クには約33万人が来場

デフリ ンピッ クに向け、選手や競技団体の活動などを支援し 、大会での活躍を後押し 。史上初め

て全ての競技で日本選手が出場を果たし た

©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©（ 公財）東京都スポーツ文化事業団©  W CH To kyo  2 5©  W CH To kyo  2 5
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TO W ARD2 02 5（ 取組と 実績）

みんなで 創る A ctio n 10  「 知って、楽し んで、応援し よう！」

■多様な媒体を 活用し た大会のPR
・  両大会の特設サイト「 TO KYO  FO RW A RD  2 0 2 5 」

により 大会の意義や魅力を 効果的に発信。「 TO KYO  

FO RW ARD  2 02 5」 公式インスタ グラムでは、サイト と 連

動して両大会の魅力を 伝えると と も に、都のスポーツに関

するXの公式アカウント でも 大会関連のイベント 情報など

をタイムリ ーに発信

・  開催１ 年前などの節目や直前期などを捉え、広報東京都

で の特集記事や都庁舎プ ロジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ、交

通広告やSN S、雑誌など様々な媒体を 活用し た広報プロ

モーショ ンを展開

・  「 パラスポーツの振興と バリ アフリ ー推進に向けた懇談会」

において両大会をテーマとし た意見交換を行う と と もに、 メ

ンバー ( パラ応援大使 ) を通じ て幅広い層へ情報発信

■多種多様なスポーツに触れる機会の創出
・  両大会にあわせ開催し た様々なイベント にお

いて、誰も が気軽に楽し めるスポーツ体験や、

アスリ ート を招いたト ークショ ー、選手交流な

ど多彩なプログラムを展開。大会時には、特別

支援学校を 活用し パブリ ッ ク ビューイン グも

実施

・  世界陸上の開幕前日に、普段は走ること のでき

ないKK線(旧東京高速道路)において、多彩な

ランニング体験イベント を開催し 、2 ,2 8 3人が

参加

・  世界陸上の期間中に10 0 m のエキシビ ショ ン

レースを実施。平均年齢8 6 歳のマスタ ーズ、パ

ラ リ ンピッ ク 選手、デフリ ンピッ ク 選手、全国

から 集まった中学生それぞれのアスリ ート が国

立競技場の大勢の観客の前でパフォ ーマンス

を披露し 、感動と 興奮を共有

■大会の気運醸成イベント の開催
・  節目の機会を捉えて、アスリ ート や東京2 02 5デフリ ンピッ ク応援アンバサダー等を招

き競技体験など誰もが楽し める気運醸成イベント を開催し 、両大会への期待感を醸成

・  世界陸上の期間中には、会場周辺等で大会を盛り上げるイベント を開催し 、国際大会

ならではの賑わいを創出

■デフ スポーツの推進
・  日本パラリ ンピッ ク 委員会に加盟するデフ スポーツ中央競技団体等が都内で

実施する強化合宿や普及啓発等を支援。令和５ ～７ 年度で21団体を支援

・  デフリ ンピッ ク 出場を目指す東京にゆかり のある選手を「 東京ゆかり パラ ア

スリ ート ・ 東京デフ アスリ ート 」 として認定し 、活動を支援。令和４ ～７ 年度で

9 9人を認定し 、う ち61人が大会に出場

・  中央競技団体が無い等の理由により 選手の発掘・ 強化が進んでいなかった４

競技（ ハンド ボール、射撃、テコンド ー、レスリ ング） について、大会前年に、全

国から 有望な選手を発掘するためのチャレンジト ライアウト を実施。参加者か

ら10人がデフリンピッ クに出場、当該競技での日本選手出場は史上初であり、

初めて全ての競技で日本選手が出場した

・  東京にゆかり のある出場選手8 4人を紹介する「 東京ゆかり デフ アスリ ート 応援サ

イト 」 を大会に向け開設。本人コメ ント のほか、出場スケジュールや試合結果をタ

イムリ ーに掲載し 、選手への応援を促進

・  東京ゆかり のデフ アスリ ート 等の出場・ 活躍が期待さ れる５ 競技の予選日程について、

大会公式の競技配信に加え、都内ケーブルテレビとYo uTub eで実況・ 解説・ 手話言語通

訳付きで中継・ 配信を実施。デフリ ンピッ クへの関心喚起と 観戦促進につなげた

みんなで大会を盛り上げる

大会を契機としたスポーツ気運醸成

主なイベント と 来場者数（ 延べ）

東京2 02 5世界陸上
１ Yea r to  G o !

約14 ,0 0 0人

東京2 02 5デフリ ンピッ ク
１ Yea r To  G o  !

約17,0 0 0人

TO KYO  FO RW A RD  
2 02 5  fo r世界陸上

10万人以上

➡都内区市町村など関係機関と も 連携し デフリ ンピッ クの気運醸成に取り 組んだこと により 、都内認知度はR５ の14 .8 % から 、R6には3 9 .0 % 、大会後（ R7） には7 3 .1％へと 向上

©（ 公財）東京都スポーツ©（ 公財）東京都スポーツ
文化事業団文化事業団

4 3



みんなで 創る

東京2 0 2 5 デフリ ンピックでは、4 0 0 m と４×4 0 0 mリレーで金、

2 0 0 m で銀と 計３個のメ ダルを獲得

ワールド アスレティックス カウンシルメ ンバー（ 理事）

デフリンピッ クが進めた共生社会への歩み マザー・ オブ・ スポーツが示したスポーツの価値

　 デフリ ンピッ クの開催が決まった当初、認知度は非常に低く 、このままでは“ 誰にも 届か

ない大会” になってし まう と いう 危機感があり まし た。自国開催である以上、デフ アスリ ー

ト の存在を広く 知ってもら いたい。その思いから 、大会に向けた気運醸成やPR活動に取り

組んできまし た。

　 大会には想定の約３ 倍も の来場者が訪れてく ださ いまし た。デフ スポーツに初めて触れ

た方も 多かったと 思います。開発に関わった『 サインエール』 も 、こ れまでにない“ 見える応

援文化”として、会場全体に一体感を 生み出してく れまし た。

　 この大会がもたらし た最大の価値は、“ 見えない障害”への理解が一歩進んだこと です。

デフリ ンピッ クを 通じ て、多く の方が初めて“ きこ えない人の日常” に触れ、“ きこ えないこ

と ” を 理解し よう と する気運が高まり 、コ ミ ュニケーショ ンに対する姿勢が変わったと 感じ

ています。会場では手話言語や筆談、身振り によるコ ミ ュニケーショ ン が自然に行われ、街

中でも 手話言語が交わさ れる場面が増えまし た。私自身も 、活動を 通じ て多く の方が手話

言語で「 あり がと う 」 と 伝えてく ださ ったこ と が特に印象的で、“ ひと

つの言語”として受け止めら れ始めたこ とを実感し まし た。

　 共生社会は特別な取組ではなく 、一人ひとり の小さ な姿勢から 生ま

れるも のです。私はこ の大会の『 顔』 で終わらず、社会に向けた発信を

こ れから も 続けていきたいと 考えています。

　 スポーツには、人や社会がより 良く 、健康に、平和に繁栄し たいと いう“ 生きる力” を 促す

要素があると 考えています。今回の東京2 02 5世界陸上を 通じ て、改めてその価値を実感し

まし た。

　 東京202 5世界陸上では、テクノ ロジーやAIが進化する現代にあって、人間の“ 生身の体”

が生み出す根源的な行為の価値が再認識さ れたと 感じ ています。“ 走る・ 跳ぶ・ 投げる・ 歩

く ”と いう 人間の根源的な動作を 競う『 マザー・ オブ・ スポーツ』 の陸上競技として、身体の

持つ可能性、身体を動かすこと の素晴らし さ を、リ アルに感動と と も に届けるこ と ができた

のではないかと 思います。実際に観戦が初めてと いう 方々から「 もう 少し 、自分の身体を動

かしてみよう と 思った」 と いう 声を多く いただきまし た。

　 この大会を 通じ て、陸上競技が『 マザー・ オブ・ スポーツ』 として社会的に持つ意義や意味、

その可能性の“ のびし ろ” を 強く 感じ まし た。こ れから も 、競技を“ 行い”“ 観せる” だけでな

く 、スポーツが持つ意味や意義を 多角的に捉え、それも 踏まえた活動を行っていく こ と が重要

だと 思います。東京2 02 5世界陸上を 経て改めてそう 感じ ています。

Vo ice

デフ アスリ ート（ 陸上）

山田 真樹 選手

日本陸上競技連盟会長

有森 裕子 氏
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両大会を 通じ て創出さ れたレガシー

Legacy
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※２ か年にわたり 配布

※２ か年にわたり 配布
　 　 両大会を 通じ た取組の主な成果

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

世
界
陸
上

約４ .9 万人
　 　 　 　 　 （ 引率者含む）
子供たちを国立競技場に

観戦招待

2 ,8 5 8 人
大会を支えたボランティ ア

約11,3 0 0 L
回収キャンペーンで集まった
ＳＡＦ の原料と なる廃食用油

7 3 .1 ％
デフリンピッ クの認知度

2 02 3 年の14 .8％から

大幅に上昇

約5 万人
　 　 （ 引率者含む）

子供たちが観戦等に参画

6 社17 2 駅
鉄道駅にユニバーサル

コミ ュニケーショ ン技術導入

都内小学４ 年～６ 年生

約3 4 万部
陸上競技の解説や

上達するト レーニングを
紹介する冊子を制作・ 配布

2 , 9 5 9 人
きこえない人もきこえる人も

ボランティ アとして参画

都内小学４ 年～６ 年生

延15 4 校 約1万人
子供たちが国立競技場の

ト ラッ クを走る体験

都内小学４ 年～６ 年生

約47 万部
デフリンピッ クや手話言語について

学べる冊子を制作・ 配布
※２ か年にわたり 配布

大会史上初の

最高評価獲得
ＷＡ が定める大会の持続可能性

を評価する基準

16 0 者
大会を共に創り上げた

協賛者
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　 　 両大会を 通じ て創出さ れたレガシー

LegacyLegacy 両大会を通じ た多様な取組は、東京に多く の成果をもたらした

こう した成果をレガシーとして、今後のスポーツ施策につなげていく

こどもたちが“ スポーツの力” を実感

子供たちをはじ め多く の都民が、大会や関連イベント に参加し 、スポーツに触れることで、

夢や希望を育み、その楽しさ や素晴らしさ を実感

今後の国際スポーツ大会の新たなモデルに

東京2020大会の経験も活かし 、大会運営組織や庁内各局と 連携しながら 様々な 

取組を推進し、今後のスポーツ大会のモデルとなるよう なあり 方を示した

新たな技術と 相互理解を通じ 、人々がつながる共生社会への

歩みを加速
大会や大会を契機とした取組を通じ て、国籍や障害の有無に関係なく 、互いに思いやり

を持ち、すべての人が安心して生活できる共生社会の実現に向けた歩みを加速
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今後の取組の方向性

こどもたちが“ スポーツの力” を実感
子供たちをはじ め多く の都民が、大会や大会関連イベント などを通じ てスポーツに触れ、

体感することで、夢や希望を育み、楽し さ や素晴らし さ を実感した。

LegacyLegacy
かけがえのない体験 学び・ 理解促進

大会への参画

・ 子供たちを競技観戦に招待し 、スポーツの素晴らし さ や夢と 希望を届けた

・  国立競技場での陸上競技体験やアスリ ート と の交流など子供たちがスポーツを好き

になる機会を提供

・  世界陸上で競技開始前の大勢の観客が入った会場で、全国大会入賞者の中学生等

がエキシビショ ンレースを披露、感動と 興奮を共有

・ 陸上競技の解説や上達するト レーニングを紹介する冊子を制作・ 配布

・ デフリンピッ クや手話言語について、漫画形式で学べる学習ハンド ブッ クを制作・ 配布

・  きこ えない・ きこ えるにかかわらず、子供たちがアスリ ート と 一緒にスポーツを 楽し む

体験教室を実施し 、共生社会について考えるきっかけを提供

・ メ ダルセレモニーやエスコ ート キッズなどで子供たちが運営に参画

・  大会ロゴやマスコット などの制作に、子供など様々な人々が参画

To p ic 子供参画の取組に対する表彰【 世界陸上】＜大会史上初＞

世界陸上に子供が参画する取組に対して、ワールド アスレティ ッ クス

（ W A） から 、東京都・ 世界陸上財団・ 日本陸上競技連盟に表彰状が

贈ら れた。

W Aコ ー会長のコ メ ント

「 世界陸上の目的のひと つは、長く 続く レガシーを 残すこ と にあり ま

す。今回子供たちが経験できる機会、また将来の夢を描く チャンスを

与えてく ださ り 感謝いたし ます。」

子供たちがスポーツの魅力に触れ、“ スポーツの力” を実感すること で、夢や希望を育み身体を 子供たちがスポーツの魅力に触れ、“ スポーツの力” を実感すること で、夢や希望を育み身体を 

動かす楽しさ を積み重ね、「 スポーツ好き」 な子供であふれる社会を実現していく動かす楽しさ を積み重ね、「 スポーツ好き」 な子供であふれる社会を実現していく

  子供たちにスポーツへの参画機会を多面的に提供し 、「 スポーツ好き」 を醸成子供たちにスポーツへの参画機会を多面的に提供し 、「 スポーツ好き」 を醸成

  アスリ ート と の交流やスポーツ体験などを通じ て心身の健全な発達につなげる機会を充実アスリ ート と の交流やスポーツ体験などを通じ て心身の健全な発達につなげる機会を充実

  スポーツ大会での観戦、参画、交流などかけがえのない体験を提供スポーツ大会での観戦、参画、交流などかけがえのない体験を提供
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今後の取組の方向性

新たな技術と 相互理解を通じ 、

人々がつながる共生社会への歩みを加速
大会を通じ て人々の障害や共生社会への理解が進み、社会のバリ アフリ ーがさらに進展。

互いに思いやり、誰もが安心して暮らせる共生社会への歩みを加速さ せた。

LegacyLegacy
技術活用・ 環境整備 理解促進

・  ユニバーサルコミ ュニケーショ ン（ U C） 技術を競技会場のほか、公共施設、駅やホテル

など街中に整備

・  スタ ート アッ プと 連携し 、音の見える 化な ど デフ リ ン ピッ ク の観戦時に 新し い 

体験を提供

・  大会前の気運醸成イベント から 大会期間中も 含め、多く の人にU C技術を 体験して 

もらう 機会を設け、その有用性を 体感

・  デフリ ンピッ クや手話言語について、漫画形式で学べる学習ハンド ブッ クを 制作・ 配布

・  大会に向け、きこ えない・ きこ えるにかかわらず、誰も が視覚的に応援を届けるこ と

ができる「 サインエール」 を開発

・ 節目を捉えた気運醸成イベント 等で手話言語体験など体験型のコンテンツを実施

・  文化施設をはじ め、様々な施設や団体と の連携し たキャンペーンを展開し 、アクセシ

ビリ ティ 向上の気運を高めた

・ デフリ ンピッ クに向け国際手話人材を育成

・ 大会のボランティ ア向けに手話言語研修・ ろう 者の文化等理解研修を実施

・  デフリ ンピッ クスクエアにおいて、デフ スポーツやろう 者の文化への理解を深めるコ

ンテンツや、U C技術体験を実施

・  東京2 02 5デフリ ンピッ クの大会理念等に共感し 、応援していただける協賛者を集め、

交流会等の開催により 企業同士のつながり を 創出

障害の有無や年齢、性別、国籍問わず、全ての人が分け隔てなく スポーツを楽し み、  障害の有無や年齢、性別、国籍問わず、全ての人が分け隔てなく スポーツを楽し み、  

互いを理解・ 尊重し ながら 共生社会への歩みをさらに加速さ せていく互いを理解・ 尊重し ながら 共生社会への歩みをさらに加速さ せていく

 U C技術をアジア大会、ねんりんピッ ク、開催支援大会ほかスポーツイベント 等で積極的に活用 U C技術をアジア大会、ねんりんピッ ク、開催支援大会ほかスポーツイベント 等で積極的に活用

 U C技術の社会実装に向けて、機器の都有施設への配備や公共施設への導入支援を実施 U C技術の社会実装に向けて、機器の都有施設への配備や公共施設への導入支援を実施

 デフリ ンピッ クで生まれたつながり（ 協賛者など ）をパラスポーツにも 展開 デフリ ンピッ クで生まれたつながり（ 協賛者など ）をパラスポーツにも 展開
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今後の国際スポーツ大会の新たなモデルに
大会運営組織や庁内各局と 連携し 、東京2 02 0 大会の経験も 最大限に活かし ながら

様々な取組を推進し 、今後のスポーツ大会のモデルと なるよう なあり 方を示した。

LegacyLegacy
大会運営 都民参画

全国への波及効果

都政課題の解決

競技会場

・  東京2 02 0 大会を経験し た職員を大会運営組織へ派遣し 、経験や運営のノ ウハウを 

継承・ 蓄積

・ 開催基本計画の段階から 都と 連携し た取組を反映（ 東京の発展に寄与・ 都民参画の確保）

・ 都のガイド ラインや有識者会議を活用し 、ガバナンスを確保

・ 情報公開を徹底的に推進

・ 役員選任や契約調達の会議に外部有識者が参加、資料や議事要旨を公開

・ 大会前から 子供をはじ め多く の人が大会に参画できる取組を実施

・ 未来ある子供たちに競技観戦などかけがえのない体験を提供

・ 多く の都民も ボランティ アとして参画し 、大会の成功に貢献

・  東京2 02 0 大会の事前キャンプ地の自治体で再び世界陸上・ デフリ ンピッ クの事前
キャンプが行われ、地元と 交流を深めた

【 世界陸上】 千葉県： オランダ、三郷市： ギリ シャ、福岡市： スウェ ーデン・ ノ ルウェ ー など

【 デフリ ンピッ ク】 神奈川県： ポルト ガル、浜松市： ブラジル など

・  デフリ ンピッ クや手話言語を見て、知って、体験する全国キャラバン活動が47 都道府
県で実施さ れ、各地で気運醸成が図ら れた

・ スポーツ大会の枠を越え庁内各局事業と の積極的な連携で都政課題解決に取り 組んだ

　 ➡  観光振興、To k yo  To k yoやEd o  To k yo のPR、芸術文化と の連携、  

環境配慮（ SAFやA irソーラ ー） 、エシカル、スタ ート アップの活用 等

・ 都立スポーツ施設の活用（ バリ アフリ ーや情報保障等の充実）

・“ 東京” ならではの魅力と なる場所の活用（ 東京2 02 5デフリ ンピッ クのマラソン競技など）

両大会の経験をレガシーとして、今後の様々なスポーツ大会の運営に活かし 、  両大会の経験をレガシーとして、今後の様々なスポーツ大会の運営に活かし 、  

国際スポーツ大会開催の価値を根付かせ、“ スポーツの力” で、都市の更なる発展につなげていく国際スポーツ大会開催の価値を根付かせ、“ スポーツの力” で、都市の更なる発展につなげていく

  スポーツの「 強み」 を活かし 、庁内各局の施策と も 連携し ながら 、様々な都政課題の解決に向けて貢献スポーツの「 強み」 を活かし 、庁内各局の施策と も 連携し ながら 、様々な都政課題の解決に向けて貢献

  大会の規模や特性に合わせ、これまで継承・ 蓄積してきたノ ウハウ・ 経験、施設など東京が持つリ ソースを有効活用大会の規模や特性に合わせ、これまで継承・ 蓄積してきたノ ウハウ・ 経験、施設など東京が持つリ ソースを有効活用

  国際スポーツ大会を通じ た東京ブランド 、魅力の発信、都市プレゼンスの向上国際スポーツ大会を通じ た東京ブランド 、魅力の発信、都市プレゼンスの向上

今後の取組の方向性

国際ろう 者スポーツ委員会（ ICSD）コ ーサ会長のコ メ ント

東京2 02 5デフリ ンピッ クは、競技、また準備・ 設営と いう 部分でも

ハイレ ベルな 大会でし た。私たち IC SD は、こ の大会に十分満足し

ています。多く の競技関係者から も 、すばらし い大会であっ たと い

う コ メ ント をいただきまし た。（ 2 0 2 5 年11月2 6 日記者会見）

©（ 公財）東京都スポーツ©（ 公財）東京都スポーツ
文化事業団文化事業団
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東京東京2 0 2 02 0 2 0 大会大会
2 0 2 5 年2 0 2 5 年

世界陸上・ デフ リ ン ピ ッ ク世界陸上・ デフ リ ン ピ ッ ク

その先の新たなその先の新たな

国際スポーツ 大会へ国際スポーツ 大会へ

ハード・ ソフト 両面でのバリアフリ ーの進展、子供たちの参画、

共生社会への理解促進、ボランティ ア文化の醸成など、

東京2 020 大会を通じ て生まれたレガシーを継承・ 発展さ せ、

両大会の持つ価値を東京の新たな活力につなげた

そのレガシー“ バト ン” をその先の未来へと つないでいく

“ スポーツの力” で東京の未来を切り 拓き、

都民一人ひとり のウェ ルビーイングを高め、

全ての人が輝く インクルーシブな街・ 東京の実現へ

U nited  by the  Pow er o f Sp o rts.
— スポーツの力で人々がつながる東京—
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スポーツ推進本部　令和８年度予算案（概要）

Ⅰ 事業体系と予算額

資料２

（単位 ： 千円）

令和８年度
予算案

令和７年度
予算額

増（△）減

24,011,000 46,799,000 △ 22,788,000

3,980,947 5,354,467 △ 1,373,520

10,631,180 28,711,037 △ 18,079,857

339,779 411,577 △ 71,798

6,017,569 3,581,888 2,435,681

（Ⅱ－１参照） 2,885,742 1,461,472 1,424,270

（Ⅱ－２参照） 951,165 748,000 203,165

（Ⅱ－３参照） 345,984 211,914 134,070

（Ⅱ－４参照） 1,171,168 1,007,151 164,017

（Ⅱ－５参照） 46,116 41,340 4,776

（Ⅱ－６参照） 218,382 112,011 106,371

（Ⅱ－７参照） 399,012 0 399,012

（Ⅱ－８参照） 2,158,148 1,859,080 299,068

767,334 729,935 37,399

71,930 67,107 4,823

708,970 581,785 127,185

462,762 330,451 132,311

147,152 149,802 △ 2,650

（Ⅱ－９参照） 2,115,684 22,858,492 △ 20,742,808

0 16,300,041 △ 16,300,041

94,570 2,763,566 △ 2,668,996

0 1,261,201 △ 1,261,201

724,345 291,115 433,230

771,134 1,806,498 △ 1,035,364

525,635 436,071 89,564

9,398,873 12,733,496 △ 3,334,623

124,493 124,068 425

スポーツ施設等の運営 （Ⅱ－10参照） 5,247,960 5,843,178 △ 595,218

403,178 833,015 △ 429,837

4,844,782 5,010,163 △ 165,381

（Ⅱ－11参照） 4,026,420 6,766,250 △ 2,739,830

スポーツ推進本部　計

事業名

管理費

スポーツ総合推進費

スポーツ総合推進管理事務

パラスポーツの振興

スポーツの振興

生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興

区市町村におけるスポーツ振興施策への支援

スポーツムーブメントの創出

競技スポーツの振興

スポーツを通じた被災地交流事業

大会のレガシーを継承する取組

全国健康福祉祭（ねんりんピック）東京大会開催準備

東京マラソン等の開催

開拓整備事業

人材育成事業

理解促進事業

競技力向上事業

東京都障害者スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会

国際スポーツ大会等の開催

世界陸上・デフリ ンピック開催支援

国際大会を契機としたスポーツ気運醸成等

ユニバーサルコミュニケーションの促進

国際大会誘致・開催支援

GRAND CYCLE TOKYOの推進

スポーツ施設等の整備

スポーツ施設費

スポーツ施設管理事務

スポーツ施設等の企画調整

スポーツ施設等の運営



１ 生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興 　28億 8,574万円

○

誰もが参加しやすいランイベントを開催

○

のスポーツ参加に係る保護者負担の軽減を図るなど、子供のスポーツの裾野拡大を後押し

２ 区市町村におけるスポーツ振興施策への支援 　9億 5,117万円

○

〇

３

○ スポーツイベントの広報を統一的・広域的に実施し、都民のスポーツ情報に触れる機会を創出

４

○

〇

５ スポーツを通じた被災地交流事業　4,612万円

〇

６ 東京2020大会のレガシーを継承する取組  2億 1,838万円

○

ていくため、記念イベントを実施するほか、プロモーションを一体的に展開

７ 全国健康福祉祭（ねんりんピック）東京大会開催準備　3億 9,901万円

○

向けた情報発信などの取組により、大会を契機とした健康長寿社会の実現に寄与

８

○

９ 国際スポーツ大会等の開催  21億 1,568万円

○
ける多種多様な国際スポーツ大会の誘致・開催を支援

○

○
○

等を実施

10

○
○

11
○
○ 　都立スポーツ施設における暑さ対策として、屋外施設の日よけ屋根等の整備を推進

組織基盤強化に資するバックオフィス支援を実施

　東京2025世界陸上・東京2025デフリンピックの１周年事業として、両大会のレガシーでもあるＫＫ線を活用し、親子や女性など

　東京2020大会５周年を契機として、競技団体等に対して競技用具等の費用を補助することで、物価高騰下でのジュニア世代

　区市町村施設におけるスポーツ空間の拡充や機能強化に資する取組を後押しするほか、ねんりんピック大会使用施設の整備

促進に向けた重点的な支援を実施

　区市町村によるスポーツ振興やパラスポーツ実施に資する事業に加え、ねんりんピック開催に向けた気運醸成等に関する支援

を重点化

スポーツムーブメントの創出　3億 4,598万円　

競技スポーツの振興　11億 7,117万円

　スポーツに取り組む全ての女性を対象としたコンディショニング情報の特設サイトを開設するほか、若年層や指導者向けに学習

動画を制作し、SNS等により女性の心身の健康に関する情報を効果的に発信 

　スポーツ関係団体が集中して競技力向上や競技普及に取り組める環境を構築するため、新たに、団体の事務負担軽減や

東京マラソン第20回記念大会の開催に合わせて、スポーツ都市としてのイメージアップや東京の魅力発信に資する取組を展開

　被災地と東京の子供たちとのスポーツ交流事業を実施

　東京2020大会５周年の機を捉え、大会がもたらしたスポーツ気運の高まりや、ボランティア文化等のレガシーを今後につなげ

　令和10年度に開催されるねんりんピック東京大会に向け、準備組織を立ち上げるとともに、大会の気運醸成・認知度向上に

パラスポーツの振興　 21億 5,815万円

　 障害者が身近な地域でスポーツができる環境の整備、パラスポーツを支える人材の裾野拡大と質の向上、観戦機会の提供等を
通じたパラスポーツの理解促進・普及啓発、国際大会で活躍するパラアスリートの継続的な輩出に向けた競技力向上事業等、パラ
スポーツを東京2020大会、デフリンピックのレガシーとして発展させるため、様々な事業を実施

東京2020大会、世界陸上・デフリンピックのレガシーを発展させ、更なる都市のプレゼンス向上につなげていくため、東京にお

愛知・名古屋2026アジア競技大会の一部競技を都内会場で開催することに合わせて、東京の魅力発信やスポーツに関する都
民の関心喚起につながる取組を展開

　東京アクアティクスセンター及びカヌー・スラロームセンターにおいて舗装型太陽光発電設備を設置

臨海部において「レインボーライド」を開催するとともに、多摩地域で開催する「THE ROAD RACE TOKYO」に向けて開催準備

スポーツ施設等の運営   52億 4,796万円

都立スポーツ施設の指定管理料等

スポーツ施設等の整備   40億 2,642万円　

都立スポーツ施設の幅広い活用に向けて、各施設の魅力発信や利用促進に向けたロケーションサービス等の取組を展開

Ⅱ 主要事業



（ 単位： 千円）

団体名及び所在地 団体規模等
令和８ 年度

予算案
令和７ 年度

予算額
増△減 主な事業名 事業内容

①事業団が実施する 参加型ス ポーツ イ ベン ト の開催を 支援

②海外各都市から ジュ ニア 世代のス ポーツ 選手や指導者を 招き 、 交流試合や指導者交流を 実施

③ス ポーツ 推進企業に対し て、 ス ポーツ イ ン ス ト ラ ク タ ー等の派遣を 実施

④Web サイ ト 「 ス ポピ タ 」 の運営や区市町村等への競技・ レ ク リ エーショ ン指導者の派遣を 支援

⑤アーカイ ブ資産を 活用し 、 国際ス ポーツ 大会のレ ガシーを継承

⑥ボラ ン ティ ア活動の深化を促す体系的な研修等を 実施

⑦ねんり んピ ッ ク 東京大会に向け、 大会準備を 推進する と と も に、 大会気運を 醸成

⑧都立特別支援学校における 体育施設の貸出や誰も が参加でき る 体験教室の実施に加え、
   当該教室の運営協力団体によ る 競技用具等の確保を 支援

⑨東京都ス ポーツ 施設予約シス テム の管理運営を 実施　 等

（ 公社） 東京都障害者ス ポーツ 協会

　 　 新宿区神楽河岸1 -1
　 　 飯田橋セン ト ラ ルプラ ザ1 2 階

 2 8 競技団体
が加盟

9 0 0 ,1 2 6 8 3 7 ,2 6 4 6 2 ,8 6 2

①パラ ス ポーツ 地域サポート 事業

②障害者のス ポーツ 施設利用促進事業

③パラ ス ポーツ 人材の活動活性化事業

⓸TOK YOパラ ス ポーツ ・ ナビ

⑤パラ ス ポーツ 次世代ホ ープ発掘事業

⑥競技団体組織基盤強化支援事業

⑦パラ ス ポーツ 団体普及活動支援事業

⑧東京パラ アス リ ート 強化事業

⑨東京都障害者ス ポーツ 大会　 等

①区市町村や各団体等への事業相談・ サポート  、 指導員派遣、 用具貸与等を行う 事業を 支援

②障害者が身近なス ポーツ 施設を 利用する 際の配慮や工夫等の事例を
　 施設管理者等に対し 発信・ 普及啓発

③パラ ス ポーツ 指導員や障害者ス ポーツ ボラ ン ティ ア等の活動を 促進し 、 資質向上に向けた取組を
　 実施

④障害者のス ポーツ 活動に必要なス ポーツ 施設のバリ アフ リ ー情報や
　 ス ポーツ イ ベン ト の開催情報等を 提供

⑤パラ ス ポーツ の次世代ホ ープを 発掘・ 育成

⑥競技団体が集中し て競技力向上や競技普及に取り 組める 環境を 構築する ために、
　 団体の事務負担軽減等を 支援

⑦東京2 0 2 0 大会５ 周年を 機に、 障害のあ る 方の身近な地域でのス ポーツ 実施に資する 活動を 行う
　 競技団体等によ る 競技用具等の確保を 支援

⑧東京ゆかり のパラ ア ス リ ート の競技活動支援や、 ス タ ッ フ の活動環境の整備等を行う 事業を 実施

⑨東京都障害者ス ポーツ 大会の開催及び全国大会への派遣選手の選考　 等

（ 公財） 東京都ス ポーツ 文化事業団
　
　 　 渋谷区千駄ヶ 谷1 -2 9 -9
      日本パーティ ビ ル3 階

— 2 ,1 9 3 ,5 5 4 1 2 ,4 3 0 ,0 4 5 △ 1 0 ,2 3 6 ,4 9 1

①参加型ス ポーツ イ ベン ト の開催によ る ス ポーツ 振興事業

②ス ポーツ国際交流事業

③ス ポーツ 推進企業En jo yS p o rts促進事業

④ス ポーツ 東京案内

⑤ア ーカ イ ブ資産の活用

⑥ス ポーツ ボラ ンティ ア 研修

⑦全国健康福祉祭（ ねんり んピ ッ ク ） 東京大会開催準備

⑧都立特別支援学校活用促進事業

⑨東京都ス ポーツ 施設予約シス テム  　 等

令和８ 年度　 ス ポーツ団体（ 社会教育関係団体等） 補助金・ 分担金事業（ 案） 【 ス ポーツ 関係】

（ 公財） 東京都ス ポーツ 協会

　 　 新宿区霞ヶ 丘町4 -2
     J a p a n  S p o rt Olym p ic  S q u a re
　   1 0 階

 4 9 競技・ 種目団
体
 5 9 地区体育・ ス
ポーツ 協会
 ３ 学校体育連盟
が加盟

2 ,7 9 9 ,2 7 3 1 ,4 7 1 ,8 7 0 1 ,3 2 7 ,4 0 3

①東京都ス ポーツ 大会

②ジュ ニア育成地域推進事業

③ジュ ニアス ポーツ エール事業

⓸シニア ス ポーツ 振興事業

⑤地域ス ポーツ ク ラ ブ中間支援組織事業補助

⑥地域ス ポーツ ク ラ ブ都民参加事業

⑦競技力向上事業

⑧全国健康福祉祭（ ねんり んピ ッ ク ） 東京都選手団
　 派遣事業

⑨ス ポーツ 団体への暑さ 対策支援事業　 等

①東京都ス ポーツ 大会を 開催

②未就学児や小中高生を 対象と し た地域でのス ポーツ 教室やス ポーツ 大会など を 実施

③東京2 0 2 0 大会５ 周年を 機に、 地域で子供たちを 対象にス ポーツ 大会等を 開催する 団体等によ る
　 競技用具等の確保を 支援

④各地区の体育・ ス ポーツ 協会や地域ス ポーツ ク ラ ブと と も に、 高齢者を 対象と し た
　 ス ポーツ 教室や講習会など の事業を 実施

⑤中間支援組織と し て、 地域ス ポーツ ク ラ ブに対し て実施する 各種事業を 支援

⑥地域ス ポーツ ク ラ ブが会員に限ら ず広く 都民を 対象と し て行う 事業を 支援

⑦国民ス ポーツ 大会候補選手など 東京アス リ ート の競技力向上事業を 実施

⑧ねんり んピ ッ ク の都民参加を 促進する ため、 参加者の負担軽減に向けた支援を 実施

⑨ス ポーツ 関係団体が実施する 事業において、 全ての参加者が安全かつ安心し てス ポーツ を
　 実施でき る よ う 、 暑さ 対策への取組を 支援　 　 等

資料３ －１



（ 単位： 千円）

令和８ 年度　 ス ポーツ団体（ 社会教育関係団体等） 補助金・ 分担金事業（ 案） 【 ス ポーツ 関係】 資料３ －１

団体名及び所在地 団体規模等
令和８ 年度

予算案
令和７ 年度

予算額
増△減 主な事業名 事業内容

（ 一財） 東京マラ ソ ン財団

　 　  新宿区西新宿３ -６ -１ １
　 　  西新宿K S ビ ル８ 階

— 5 2 9 ,9 9 3 4 4 5 ,1 6 8 8 4 ,8 2 5

①東京マラ ソ ン の開催補助

②ラ ンナー応援イ ベン ト 等の開催

③東京マラ ソ ン 第2 0 回大会記念事業

⓸東京レ ガシーハーフ マラ ソ ン の開催補助

⑤東京レ ガシース タ ジアム

⑥都心における 新たなス ポーツ環境創出事業　 等

①東京マラ ソ ン の開催に係る 安全対策費等の経費を 負担

②ラ ン ナー応援イ ベン ト の開催に係る 経費を 負担

③第2 0 回を 迎える 東京マラ ソ ン の開催に合わせて、 東京の魅力発信等に資する 取組を 展開

④東京レ ガシーハーフ マラ ソ ン の開催に係る 安全対策費等の経費を 負担

⑤東京レ ガシーハーフ マラ ソ ン の開催に合わせ、 障害の有無等に関わら ず、
　 誰も が楽し める ス ポーツ イ ベン ト を 開催

⑥世界陸上・ デフ リ ン ピ ッ ク 両大会の周年事業を K K 線で実施　 等

（ 一社） 東京都レ ク リ エーショ ン 協会
　
      渋谷区千駄ヶ 谷1 -2 9 -9
      日本パーティ ビ ル3 階

 地域団体、
 種目団体、
 領域団体等
 計6 7 団体
 が加盟

1 1 ,0 0 9 1 6 ,6 7 4 △ 5 ,6 6 5

①都民ス ポレ ク ふれあい大会

②シニア ス ポーツ 振興事業

③レ ク ス ポーツ 普及啓発支援事業

①子供から 高齢者ま でを 対象と し た、 ニュ ース ポーツ やレ ク リ エーショ ン 大会を 開催

②レ ク リ エーショ ン 団体と と も に、 高齢者を 対象と し たス ポーツ 教室や講習会など の事業を 実施

③レ ク リ エーショ ン 団体の適切な管理・ 運営のための講習会を 実施

（ 一社） 東京都スポーツ 推進委員協議会

　 　 新宿区西新宿6 -1 2 -6
      コ アロ ード 西新宿1 3 0 2

 5 9 地区協議会
 1 ,4 7 4 人

2 ,5 2 0 2 ,5 2 0 0 ①東京都ス ポーツ 推進委員研修会
①相互の連携を 図り 、 資質の向上を 目的と する 研修会を 開催
　 （ 課題別研修会、 地区別研修会（ 1 1 ブロ ッ ク ） 及び地域ス ポーツ 支援研修会）

　 東京都市町村ス ポーツ 協会連合会

　 　 府中市寿町2 -２ -４ ７
 　   ジュ ネス 寿４ ０ ７

 3 0 市町村 9 1 0 9 1 0 0 ①東京都市町村総合ス ポーツ 大会 ①市町村に居住する 社会人を 対象と し た総合ス ポーツ 大会の開催に係る 運営費等を負担

①都内で国際ス ポーツ 大会の開催を 目指す競技団体等に対し 、 誘致活動や開催等を支援

②パラ ス ポーツ 団体（ 中央競技団体） が都内で実施する 強化活動等を 支援

③アーカイ ブ文書が適切に利活用さ れる 環境を 整える ため、 管理責任を 持つJ OC等を 支援

④出張ス ポーツ 教室や、 プロ ス ポーツ チーム と 連携し た取組等によ り 、
　 子供たちがス ポーツ を よ り 身近に感じ ら れる コ ン テン ツ を提供

⑤臨海部において「 レ イ ン ボーラ イ ド 」 を 開催する と と も に、
　 多摩地域で開催する 「 THE R OA D RA CE  TOK Y O」 の開催準備等を 実施　 等

　 競技団体等 — 2 ,5 4 4 ,2 5 0 3 ,0 9 8 ,9 0 6 △ 5 5 4 ,6 5 6

①国際大会の誘致・ 開催支援【 中央競技団体等】

②パラ ス ポーツ 競技団体都内活動促進事業
　 【 パラ ス ポーツ 中央競技団体】

③ア ーカ イ ブ資産の活用【 J OC　 等】

④Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 推し ス ポーツ ディ ス カバリ ー事業
　 【 Ｊ Ｏ Ｃ ・ TOK YO U N ITE　 等】

⑤G RA N D CYCLE TOK Y Oの推進　 　 等
　 【 GR A N D CYCLE  TOK YO実行委員会】



令和８ 年度　 ス ポーツ団体（ 社会教育関係団体） 補助金・ 分担金事業（ 案） 【 学校体育関係】
（ 単位： 千円）

団体名及び所在地 団体規模等
令和８ 年度

予算案
令和７ 年度

予算案
増△減 事業名 事業内容

東京都高等学校体育連盟

新宿区西新宿2 -8 -1 4 ,6 4 6 4 ,6 4 6 0

東京都教育庁指導部内

東京都中学校体育連盟

文京区本郷１ －３ －３ 　 8 ,5 0 0 5 ,5 9 6 2 ,9 0 4

東京都教職員研修センタ ー4 0 9 室

東京都高等学校体育連盟定時制通信制部

新宿区西新宿2 -8 -1 3 ,4 5 9 3 ,4 5 9 0

東京都教育庁指導部内

東京都ろう 学校体育連盟

東京都葛飾区西亀有２ −５ ８ −１ 　 8 3 3 8 3 3 0

都立葛飾ろう 学校内

東京都特別支援学校・ 特別支援学級設置学校体育連盟

東京都葛飾区金町2 ­ 1 4 ­ 1 　 1 ,8 1 4 1 ,8 1 4 0

東京都立葛飾特別支援学校

全国高等学校定時制通信制軟式野球連盟

八王子市台町３ -2 5 -１ 8 3 5 8 3 5 0

都立八王子拓真高等学校内

全国高等学校体育連盟定時制通信制部会

千代田区一ツ 橋1 -1 -1 7 6 5 7 6 5 0

全国高等学校体育連盟内

関東聾学校体育連盟
（ 関東聾学校野球大会東京大会実行委員会）

東京都杉並区下高井戸2 －2 2 －1 0 2 0 0 2 0 0 0

東京都立中央ろ う 学校内

関東高等学校体育連盟

栃木県宇都宮市東谷6 6 0 -１ 1 ,4 0 0 1 ,2 0 0 2 0 0

県立宇都宮高校内

関東中学校体育連盟

文京区本郷１ －３ －３ 　 4 0 0 6 0 0 △ 2 0 0

東京都教職員研修センタ ー4 0 9 室

関東地域の１ 都７ 県高
等学校体育連盟が加盟

関東高等学校体育大会
関東地区の高等学校代表生徒が参加し て開催さ れる 大会。 令和８ 年度
は東京で男子バレ ーボール等７ 種目が行われる 。

関東地域の１ 都７ 県中
学校体育連盟が加盟

関東中学校体育大会
関東地区の中学校代表生徒が参加し て開催さ れる 大会。 令和８ 年度は
柔道・ ハンド ボールの２ 種目が行われる 。

全国の都道府県高等学
校体育連盟定時制通信
制部会が加盟

全国高等学校定時制通信制体
育大会

地域代表の定時制・ 通信制の生徒が参加し て開催さ れる 全国大会。 東
京では、 陸上競技を はじ め６ 種目が行われる （ 7 月下旬～８ 月中旬、
駒沢ｵﾘﾝﾋﾟ ｯｸ公園総合運動場ほか）

関東地域の１ 都９ 県の
ろう 学校が加盟

関東聾学校体育大会
関東地区のろう 学校の代表が参加し て開催さ れる 大会。 令和８ 年度の
東京開催は、 野球１ 種目。 （ 6 月中旬、 会場は葛飾区総合ス ポーツ セ
ンタ ー野球場）

都内特別支援学校・ 特
別支援学級設置学校が
加盟

東京都特別支援学校・ 特別支
援学級設置学校総合体育大会

約4 ,8 0 0 名の生徒が参加し て開催さ れる 総合体育大会。 陸上競技等６
種目が行われる （ ９ 月下旬～２ 月中旬、 駒沢ｵﾘﾝﾋﾟ ｯｸ公園総合運動場
ほか）

全国の定時制・ 通信制
高校が加盟

全国高等学校定時制通信制軟
式野球大会

地域代表2 2 校約4 0 0 名の定時制・ 通信制の生徒が参加し て開催さ れ
る 全国軟式野球の大会（ ８ 月中旬、 明治神宮野球場ほか）

都内定時制・ 通信制高
校が加盟

東京都高等学校定時制通信制
総合体育大会

約4 ,0 0 0 名の定時制・ 通信制の高校生が参加し て開催さ れる 総合体育
大会。 陸上競技等1 3 種目が行われる （ ９ 月中旬～1 1 月下旬、 駒沢ｵﾘ
ﾝﾋﾟ ｯｸ公園総合運動場ほか）

都内ろう 学校が加盟 東京都ろう 学校総合体育大会
約2 0 0 名のろう 学校の生徒が参加し て開催さ れる 総合体育大会。 野球
等３ 種目が行われる （ 9 月上旬～1 0 月中旬、 駒沢ｵﾘﾝﾋﾟ ｯｸ公園総合運
動場ほか）

都内高等学校が加盟 東京都高等学校総合体育大会
約1 3 ,0 0 0 名の高校生が参加し て開催さ れる 総合体育大会。 陸上競技
等3 5 種目が行われる （ 4 月中旬～2 月下旬、 駒沢ｵﾘﾝﾋﾟ ｯｸ公園総合運
動場ほか）

都内中学校が加盟 東京都中学校総合体育大会
約2 0 ,0 0 0 名の中学生が参加し て開催さ れる 総合体育大会。 陸上競技
等2 0 種目が行われる （ ５ 月中旬～１ 月上旬、 駒沢ｵﾘﾝﾋﾟ ｯｸ公園総合運
動場ほか）

資料３ －２



東京都ス ポーツ 推進総合計画１ 年目の実施状況と
今後のス ポーツ振興について

資料４



2

１ ． 東京都スポーツ推進総合計画について

❏ 昨年３ 月に「 東京都ス ポーツ推進総合計画」 を 改定

計画期間： 令和７ (2025） 年度から 令和12(2030)年度ま で

❏ 計画改定のポイ ント

1. 初めて、 ス ポーツ を通じ た幸福感の向上を 達成指標化

都民のス ポーツ実施率（ 量） に加え、 ス ポーツを 通じ た幸福感（ 質） を重視
都民のウ ェ ルビーイ ング向上を実現
ス ポーツを通じ て幸福感を 感じ ている 都民の割合
2024年度： 70.0% 2035年度： 80%

2. 「 応援する 」 も ス ポーツ の参画方法に位置付け

ス ポーツの参画方法「 する 」 「 みる 」 「 支える 」 の
     入り 口と なる 参画方法と し て「 応援する 」 を位置付け

3. DXによ り 政策効果を飛躍的に発展

各政策にデジタ ル技術を活用
障害者や高齢者の健康増進等に向けて、 eス ポーツを活用

（ ねんり んピッ ク の東京開催を契機と し たシニアス ポーツ振興にも 活用）
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２ ． 東京都スポーツ推進総合計画の体系

将来の
ビジョ ン

基本理念

重点政策
テーマ

４ つの
政策の柱

誰も がス ポーツ を 楽し む東京を実現し 、
一人ひと り のウ ェ ルビ ーイ ングを 高め、 社会を 変革する

子供の頃から

好き なス ポーツ と 出会い、

楽し み、 成長 し 、

健康・ 幸福に生き ている

世界中のアス リ ート や

観客でにぎわい、

世界で最も 魅力的で

選ばれる 都市に

安全・ 安心・ 信頼の下、

いつま でも

ス ポーツ を楽し める

社会が実現

ス ポーツ を通じ た

新たなつながり と 相互理解が、

技術の進展に伴い

生み出さ れている

共生社会健康・ 幸福 地域・ 経済活性化 ス ポーツの持続可能性

ス ポーツで つながるス ポーツで 輝く ス ポーツで にぎわう ス ポーツを 支える

施
策
①

施
策
②

施
策
③

施
策
①

施
策
②

施
策
③

施
策
①

施
策
②

施
策
③

施
策
①

施
策
②

施
策
③

ス ポーツ に触れる
「 はじ めの一歩」 を 後押し

ラ イ フ ス テージに応じ た
ス ポーツ を 推進

東京にゆかり のある
アス リ ート が躍動

パラ ス ポーツを 楽し む・
パラ ス ポーツで輝く

バリ アフ リ ー化やユニバーサル
コ ミ ュ ニケーショ ン 技術の
社会実装を 促進

多様な人々がス ポーツ で
つながる 、 ス ポーツ と つながる

都内各地でス ポーツ イ ベン ト を
開催し 、 都市に活力を プラ ス

住み慣れた地域でのス ポーツ を
サポート

ス ポーツの魅力を 発信し 、
ス ポーツを 通じ て感動を味わう

様々な価値を 創出する ス ポーツ
環境の整備・ 運営や、 環境に
配慮し た施設・ 大会運営

多様な主体と 連携し 、
ス ポーツ に関わる 人材の裾野を
広げる ・ 磨く

安全・ 安心なス ポーツ 、
信頼さ れる ス ポーツ 大会の実現

ス ポーツと と も に育つ「 チルド レ ン・ ス ポーツ・ プロ ジェ ク ト 」

ス ポーツの力を高める 「 ス ポーツDXプロ ジェ ク ト 」

多様性があふれる 「 ス ポーツ・ ダイ バーシティ ・ プロ ジェ ク ト 」

ス ポーツの力で世界をリ ード する 「 TOKYOの魅力向上プロ ジェ ク ト 」

ス ポーツを楽し む環境を実現する 「 ス ポーツFACILITIES プロ ジェ ク ト 」

ス ポーツを支える 仕組みを創る 「 支える 担い手確保プロ ジェ ク ト 」

Project０

Project１

Project２

Project３

Project４

Project５

ビジョ ンⅠ ビジョ ンⅢ ビジョ ンⅣビジョ ンⅡ



３ ． 達成指標一覧
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都立ス ポーツ施設が果たし ている 役割に「 満足」
と 答えた都民の割合

１ 年間にス ポーツを支える 活動を行った都民の割合

ス ポーツ指導者数

１ 年間にス ポーツを直接観戦し た都民の割合

１ 年間にス ポーツイ ベント 、 大会に参加し たこ と
がある 都民の割合

応援する ス ポーツチームや選手がいる 都民の割合

指標❶

指標❷

指標❸

ス ポーツを通じ て幸福感を感じ ている 都民の割合

都民のス ポーツ実施率

ス ポーツをする こ と を「 好き 」 「 やや好き 」 と
感じ る 中学２ 年生の割合

１
政策の柱

健康・ 幸福

ス ポーツ で輝く

障害のある 都民のス ポーツ実施率指標❶

パラ ス ポーツに関心がある 都民の割合指標❷

ス ポーツを通じ て生き がいを感じ る 高齢者の割合指標❸

指標❶

指標❷

指標❸

指標❶

指標❷

指標❸

20～40歳代女性（ 都民） のス ポーツ実施率指標❹

指標❹ 東京都ス ポーツ推進企業認定企業数

2
政策の柱

共生社会

ス ポーツ でつながる

3
政策の柱

地域・ 経済活性化

ス ポーツ でにぎわう

4
政策の柱

ス ポーツ の持続可能性

ス ポーツ を支える

※１ 東京都教育委員会が公表する 「 東京都児童・ 生徒体力・ 運動能力、 生活・ 運動習慣等調査 報告書」 を 基に実績を 把握
※２ 指導者数は、 （ 公財） 日本ス ポーツ協会、 （ 公財） 日本レ ク リ エーショ ン 協会及び（ 公財） 日本パラ ス ポーツ 協会が公認する ス ポーツ 指導者数

を合算し た人数であり 、 各団体が公表する 指導者数を 合算し 、 人数を 把握

2024年度
（ 実績）

70.0% 80%75%

90.4% 77.9%男子 女子 90% 以上 80% 以上
男子 女子 90% 以上 85%男子 女子

63.3% 70% 70% 以上

583社 1,300社1,000社

46.6% 50% 50% 以上

42.7% 80% 以上80%

86.7% 90% 90% 以上

56.3% 65% 65% 以上

30.0% 50% 以上50%

21.0% 35%30%

40.6% 60%50%

60.7% 70%65%

17.3% 20% 以上20%

25,791人 38,200人32,100人

2025年度
（ 実績）

72.7%

67.5%

656社

2030年度
（ 目標）

2035年度
（ 目標）

45.0%

39.2%

90.0%

61.1%

32.7%

21.1%

39.5%

14.8%

66.6%

集計中※１

集計中※２



４ ． 現行計画で掲げた各指標の推移、都の現行の主な取組と今後の施策について

5

政
策
の
柱
１
：
健
康
・
幸
福

ス
ポ
ー
ツ
で
輝
く

都民のスポーツ実施率スポーツを通じて幸福感を感じている都民の割合

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

70 .0％ 7 2 .7 ％

75％ 80％

指標の達成状況

東京都スポーツ推進認定企業数

都の主な取組

従業員のスポーツ活動の促進や、スポーツ分野での
社会貢献活動を実施している企業等を認定し、特
に先進的な取組等を行っている企業等を表彰
推進企業の取組を広く発信するとともに、インスト
ラクターなどの派遣により推進企業を支援

引き続き、認定企業数の拡大を図り、スポーツに取
り組む企業等を後押し

• 上記のほか、働き盛り世代向けの取組として、都内
企業を対象に体力測定等を実施。測定結果から自
身の体の状況を把握し、運動習慣の確立を促進。

• 来年度は、年代や体力に適した体力測定メニューを
検討

指標の達成状況

39.2
43.4

49.3

53.9
60.5 56.3 57.2

60.4

68.9

65.9

66.3

63.3

67.5

30

40

50

60

70

80（ ％） 目標： 2030年度 70％
2035年度 70％以上

（ 年）

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

583社 6 5 6 社

1,000社 1,300社

▲昼休憩時の「ランチタイムヨガ」の開催
（ 推進企業の取組の紹介）

▲企業における体力測定
（ 都内企業を対象とした体力測定の様子）

拡

令和８ 年度拡充事業： 拡



参考１ ． 勤務先における取組の有無別のスポーツ実施率（ 週１ 日以上） について



４ ． 現行計画で掲げた各指標の推移、都の現行の主な取組と今後の施策について

主な都の取組

政
策
の
柱
２
：
共
生
社
会

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

指標の達成状況

障害のある都民のスポーツ実施率

パラスポーツに関心のある都民の割合

都立特別支援学校の体育施設を貸出、パラスポーツ
などの体験教室の実施
ウォーキングへのニーズに着目し、これまでバリアフリーに
配慮して整備したウォーキングコースを活用したキャン
ペーンを実施

区市町村のスポーツ施設のユニバーサルデザイン化の支援の拡充
都立特別支援学校にパラスポーツ特有の用具を試行的に整備するとともに、体験
教室の運営協力団体に対して、競技用具等の購入費を支援
ウェアラブル端末を使った参集型のウォーキングイベントを開催し、視覚障害のある方
を含め誰もが一緒にウォーキングを楽しめる体験を提供

パラスポーツへの関心喚起、応援気運の醸成に向
け、パラスポーツの体験・観戦機会の提供
デフリンピックの開催時期にあわせて、デフスポーツ
も含めたパラスポーツ体験イベントを実施
都内におけるパラスポーツ国際大会の開催支援

東京2020パラリンピック開催の５ 周年という節目に、大会がもたらしたレガシーやス
ポーツの力を知ってもらう記念イベントを実施
パラアスリートに密着したドキュメンタリーを制作・放映

32.4 

37.0 

31.9 

35.4 

35.2 

46.3 
46.6 

45.0 

30

40

50

（ ％） 目標： 2030年度 50％
2035年度 50％以上

（ 年）

44.9 

58.0 

57.1 

59.2 

50.7 

43.6 

53.0 

43.2

44.3

42.7

39.2

0

20

40

60

80

（ ％）

（ 年）

目標： 2030年度 80％
2035年度 80％以上

▲体育施設におけるパラスポーツ
    の体験教室

▲デフリンピックにあわせて開催した、
パラスポーツの体験イベント

拡

新

拡

拡

拡

7令和８ 年度拡充事業： 令和８ 年度新規事業：拡 新



４ ． 現行計画で掲げた各指標の推移、都の現行の主な取組と今後の施策について

主な都の取組

政
策
の
柱
２
：
共
生
社
会

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

指標の達成状況

スポーツを通じて生きがいを感じる
高齢者の割合

2 0 ～4 0 歳代女性（ 都民） の
スポーツ実施率

シニア健康スポーツフェスティバルの開催を始め、各
地域で実施する60歳以上を対象としたスポーツ体
験会や講習会等の開催を支援
ねんりんピックへの選手団の派遣
シニア・コミュニティ交流大会の種目に新たにeス
ポーツを追加

世界に誇る長 寿（ Chōju） 社会の実現を目指し、令和10年に開催されるねんりん
ピック東京大会に向け、新たな健康長 寿社会モデルの構築につながる、大会の気運
を醸成
ねんりんピックと連携し、シニア層に対する体力測定のPRを強化することで、体力測
定を通じたシニア層の運動サイクルの創出を後押し

これまでに作成した女性アスリートの「コンディショニ
ングガイド」の冊子を配布
女性アスリートのコンディショニングに関する、指導
者向け研修会の開催

世界陸上・デフリンピックの1周年事業として、両大会のレガシーであるKK線（ 旧東
京高速道路） において、女性も参加しやすいランイベントなどを開催
スポーツに取り組む女性向けのコンディショニング情報を発信するサイトの開設、情報
発信、動画の制作
地域スポーツクラブを通じた、指導者資格等の取得支援について、取得者に女性が
いる場合、クラブの補助上限額を引き上げ

▲シニア健康スポーツフェスティバル

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

86.7％ 9 0 .0 ％

90％ 90％以上

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

56.3％ 6 1 .1 ％

65％ 65％以上

▲女性アスリートのコンディショニングガイド
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４ ． 現行計画で掲げた各指標の推移、都の現行の主な取組と今後の施策について

9

主な都の取組

政
策
の
柱
３
：
地
域
・
経
済
活
性
化

ス
ポ
ー
ツ
で
に
ぎ
わ
う

指標の達成状況

１ 年間にスポーツを直接観戦した
都民の割合

１ 年間にスポーツイベント 、大会に参
加したことがある都民の割合

臨場感あふれる会場での観戦を通じて、子供たちにス
ポーツの素晴らしさや夢と希望を届けるため、都内の
子供たちを世界陸上、デフリンピックへ招待
東京での国際スポーツ大会の開催に向け、剣道・カ
ヌーの大会誘致や、テニスをはじめとした５ つの大会開
催を支援し、観戦機会を提供

愛知・名古屋2026アジア競技大会のうち東京で開催される競技について、世界陸
上・デフリンピックでも取り組んだUC技術の活用や子供の観戦招待等を実施
国際大会の誘致・開催支援については、大会の開催規模や特性に応じて支援上限
額や補助率を見直すほか、UC技術の活用や競技中継に対して支援額の加算を行う
など、戦略的な支援制度を再構築

誰でも気軽に参加できる参加型スポーツイベントや、
ランニングイベントの開催を支援
障害の有無に関わらず参加できるパラスポーツ大会
の開催、パラスポーツの体験機会の提供
世界陸上・デフリ ンピック期間中にスポーツや大会
を身近に感じられるイベント等の実施

レインボーブリッジ・東京ゲートブリッジを自転車で走り抜ける「レインボーライド」をはじめ
とした、様々なスポーツイベントを継続して展開
東京マラソンでは、第20回記念大会の機を捉えた、誰もが東京マラソンを楽しめるイ
ベント等を実施

▲子供たちを世界陸上へ招待

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

21 .0％ 2 1 .1 ％

30％ 35％

▲世界陸上開催に向け気運を盛
り上げるために、KK線においてラ
ンニングイベントを開催
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参考２ ． デフリンピックの認知度について
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４ ． 現行計画で掲げた各指標の推移、都の現行の主な取組と今後の施策について

主な都の取組指標の達成状況政
策
の
柱
３
：
地
域
・
経
済
活
性
化

ス

ポ
ー
ツ
で
に
ぎ
わ
う

応援するスポーツチームや選手がいる
都民の割合 主催者と連携を図りながらプロスポーツチームが主催

する試合や大規模スポーツ大会等に都民を招待し
することにより、スポーツを直接「みる」「応援する」機
会を提供
パラスポーツの国際大会等を会場で一体となって観
戦・応援する機会を提供

競技やチームを応援したくなるような、プロスポーツチーム等と連携した、バックヤードツ
アー付き観戦プログラムの実施など
パラスポーツの観戦機会の提供にあたって、障害の有無に関わらず誰もが一緒に楽
しめるように、新たに、UC機器やAIデバイスを活用

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

40.6％ 3 9 .5 ％

50％ 50％以上

11

政
策
の
柱
４
：
ス
ポ
ー
ツ
の
持
続
可
能
性

ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る

都立スポーツ施設が果たしている役割
に「満足」と答えた都民の割合

指標の達成状況 主な都の取組

氷上スポーツの競技力向上及び都民が気楽に利用
できる施設として、東京辰巳アイスアリーナを開業
デフリンピック競技会場へフラッシュライト などの情報
保障設備を整備（ 今後他施設へも展開）
都立スポーツ施設の魅力を広く発信するため、スポーツ
利用以外の方も参加できる謎解きイベントを開催

子育て世代のスポーツ参画を推進するため、授乳室のない施設への授乳ブースの設
置や暑さ対策としての日よけ屋根設置に向けた設計など施設の利便性を向上
各施設の多目的な利用を推進するため、ロケ・撮影事業者等と施設をマッチングさ
せるロケーションサービス等を展開

▲東京辰巳アイスアリーナの開業

▲デフリンピック競技会場での応援

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

60.7％ 6 6 .6 ％

65％ 70％ 新

新
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４ ． 現行計画で掲げた各指標の推移、都の現行の主な取組と今後の施策について

12

政
策
の
柱
４
：
ス
ポ
ー
ツ
の
持
続
可
能
性

ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る

１ 年間にスポーツを支える活動を行っ
た都民の割合

指標の達成状況 主な都の取組

ご意見を いただき たい事項

計画１ 年目における 、 指標の推移や都の取組状況及び今後の施策を 踏ま え、 2 0 3 0 年度
ま でに、 各指標を 達成する ために、 今後の都のス ポーツ 施策の方向性や期待する こ と につ
いて、 ご意見をいただき たい。

東京2020大会後もボランティア気運を維持・継
続するため、ボランティア活動の機会の提供ととも
に、広くボランティア募集を情報発信
世界陸上・デフリンピックにおいて、東京ボランティ
アレガシーネットワークなどを活用してボランティアの
募集を行い、大会運営に係る活動を行う機会を
提供

都のスポーツ文化事業団と連携し、スポーツボランティア向けの研修会を開催、
スポーツ推進員等の地域スポーツを支える人材となるきっかけを提供
女性向けにスポーツチーム訪問ツアーを実施し、スポーツを「支えて」いるスタッフ
の仕事内容を体験し、仕事の魅力・醍醐味を学ぶ機会を提供

▲世界陸上におけるボランティア活動

計画策定時（ 実績） 2025年度（ 実績）

2030年度（ 目標） 2035年度（ 目標）

17 .3％ 14.8％

20％ 20％以上
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